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   午前10時00分 開議   

○議長（新田勝見君）  おはようございます。

これより本日の会議を開きます。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（新田勝見君）  日程第１、一般質問を

行います。 

 順次質問を許します。２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  おはようございます。

政和クラブの菊池美也です。きょうは逃げる２

月の最後の日になります。あしたから、３月。

そして、あしたからは、春の全国火災予防運動

が始まります。市民の皆様、どうか、火の取り
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扱いに十分御注意を願います。そして、命を守

ってください。 

 いただいた時間の中で、新生児聴覚検査、そ

して、受動喫煙防止について、市長の所見を伺

ってまいります。 

 赤ちゃんは生まれたそのときから、五感を通

じたさまざまな刺激を受けることで、言語の基

礎となるイメージを脳に蓄積していきます。マ

マやパパ、お兄ちゃん、お姉ちゃん、じいさま、

ばあさま、周りの人がいろんなものを指差しな

がら、わんわんね、リンゴねと話しかけてくれ

ることで、音と視覚とを結びつける脳の力が育

っていきます。そして、その力は言葉を話す能

力へとつながっていきます。脳の中でイメージ

と音が結びついたとき、みずからも言葉を話す

ようになります。そのために、なるべく早くか

ら脳に音の刺激を与えてあげることが重要です。

耳が聞こえるということは、聞こえることだけ

ではなく、認識して話し、そして、コミュニ

ケーションをとっていくことの大事なファース

トステップとなっているのです。 

 さて、赤ちゃんが生まれると先天的な異常が

ないかを調べるためにさまざまな検査が行われ

ます。その中の一つに聴覚の検査もあります。

新生児が受ける聴力検査は、正式には新生児聴

覚スクリーニングと呼ばれ、生まれてきてくれ

た赤ちゃんの耳がちゃんと聞こえているかどう

かを調べるための検査です。新生児聴覚スク

リーニングは、言葉の基礎となる乳幼時期の聴

覚に何らかの生まれつきの障害や問題のある赤

ちゃんを１人の漏れもなく見つけ出したいと10

年余り前に導入された検査です。全国の病院で

退院するまでの間に受けることが推奨されてい

ます。しかしながら、聴力検査は任意の検査。

受けなくてもいいのかなと考える人もいると思

います。そもそも、受けたほうがよいのか、ど

うかもわからない方もいらっしゃると思います。

そこで、施政方針で、県内の市町村に先駆けて、

新たに費用助成を実施すると述べられた新生児

聴覚検査、聴覚スクリーニングとは何なのか、

なぜ、必要なのか、検査方法や費用についても

触れながら新事業の取り組みについてのお考え

を伺ってまいります。 

 私たちが音を聞き分けることができるのは、

耳から入ってきた音によって鼓膜が振動し、そ

れが耳小骨、耳の小さい骨、耳小骨に伝わり、

内耳、耳の内側、内耳の細胞が揺れ、その揺れ

が電気信号となって脳に伝わるためで、脳波を

調べると耳が聞こえているかどうかがわかりま

す。近年、新生児期でも正確性が高く安全で、

しかも短時間で簡単に検査ができる機器が開発

され、新生児聴覚スクリーニングが可能となり

ました。新生児の1,000人に一人から二人の割

合で難聴の赤ちゃんが見つかります。現在、マ

ス・スクリーニングが行われているほかの先天

性疾患より頻度が高いことが数字的に示されて

います。 

 生まれつきの難聴の原因として、最も多いの

は遺伝子の変異による遺伝性難聴です。遺伝性

だからといって、必ずしも、親も難聴というこ

とではなく、たまたま原因となる遺伝子が赤ち

ゃんに伝わり、親は健聴でも子どもは生まれつ

き難聴となるケースも多くあります。 

 ほかには、妊娠中に風疹にかかるなどして、

特定ウイルスの感染があったり、妊娠中の薬や

アルコールが原因になる場合、未熟児、新生児

仮死など出産時のトラブルが原因となる場合も

あります。また、原因が全くわからないという

赤ちゃんもいます。目に見えないため、難聴は

気づかれにくく、２歳を過ぎてからの言葉のお

くれによって、ようやく発見される場合がほと

んどのようです。支援の開始が３歳以降になる

と、その後の言語習得にかなりの努力が必要に

なってしまいます。脳がさまざまな能力を吸収

可能なできるだけ早い時期に音の刺激を与え、

眠っている聴覚システムを働かせてあげる必要

があります。そのできるだけ早い時期の目安は

生後６カ月と言われています。アメリカで行わ

れた実際の調査によると生後６カ月までに補聴

器を装用し始めた子どもは、３歳の時点で健常

児の約90％の言語力があったのに対し、１歳以

降に開始した子どもは３歳の時点で七、八割の
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言語力だったという結果が報告されました。た

とえ、聞こえに問題が見つかった場合も、生後

６カ月までに補聴器をつけて、適切な対応を始

めることによって、子どもの将来に大きな可能

性がもたらされます。そのためにも、全新生児

が聴覚スクリーニング検査を受けることが大変

重要だと考えます。 

 昨年12月定例会の予算等審査特別委員会での

障害者応援事業の質疑の中で、新生児聴覚スク

リーニングの検査結果を把握しているのかどう

か質問したところ、残念ながら、必要性は認識

していながらも、把握はできていないという御

答弁をいただきました。 

 そこで、改めて、新生児聴覚検査の必要性に

ついて、市長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池美也議員の一般質

問にお答えいたします。一問一答ということで

の質問でございますので、順次お答えいたしま

すけども、昨年の12月の予算委員会等でも、こ

れを取り上げているという、そのような中で必

要性と。子育てするならば、遠野ということを

標榜しながら、妊娠から出産、そして、子育て

と切れ目のない、そのような対応をするという

のが、遠野の今の市政の大きな一つの課題であ

り、また、それをきちんと形にし、仕組みにす

るのが単なる言葉ではないという中で、取り組

まなければならないという、そういう前提に立

てば、ただいまの問題なども、非常に大事な問

題だというふうに捉えているところであります。

生まれたときのきちんとした対応によって、き

ちんとした治療が受けられるということは、こ

れ、すごく大事なことなわけでありますから、

きのうも、小林立栄議員の質問の中でも、産後

ケアの問題、あるいはサポートの問題等が取り

上げられました。まさに、それぞれ切れ目のな

い対応を進めていく分につきましては、ただい

まの取り上げられた課題につきましても、私は

その重要性、また必要性については、十分認識

をいたしているところであります。 

 そういった前提に立ちまして、出産した医療

機関において、産後、生後というか、生まれて

３日後に、３日前後に実施される新生児聴覚ス

クリーニング検査。ただいま御質問にありまし

た。先天性の聴覚障害を早期発見し、そして、

早期に適切な処置を行うという中における、こ

れが言語発達のためにも、療育支援につなげる

ためにも、極めて重要だというように承知をい

たしております。1,000人に１人の頻度である

という先天性聴覚障害者を早期に発見し、早期

に療育支援を開始するということにより、ただ

いまの御質問の中にも触れられておりましたと

おり、この言語、あるいはコミュニケーション、

あるいは社会性といった良好な一つの発達が見

込まれるということにつながるわけであります

から、本当に繰り返しになりますけど、大事だ

ということになっているわけです。 

 昨年は12月議会で冒頭申し上げましたとおり、

その必要性は認識しているが云々という答弁を

されたという中で、触れられておりましたけれ

ども、改めて確認したところということで答弁

申し上げますけども、新生児、家庭訪問の際、

母子健康手帳の検査結果記載簿を確認し、162

人の出生児のうち、生まれた子どもさんのうち

ですね、生まれた子どもさんのうち、検査した

者が146人、90％に当たると。検査を受けなか

った方が16人、10％という、そのような結果に

なっておりまして、検査した方90％、検査しな

かった方が10％、16人という、そのような状況

で、167人の方々の状態はそのような形で把握

しているということで、ひとつ御答弁とさせて

いただきます。 

○議長（新田勝見君）  ２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  生まれてすぐの赤ちゃ

んは言葉を話せないため、コンピューターに出

る反応によって、耳の聞こえを調べます。検査

方法は、自動聴性脳幹反応、自動的に聞く性能

の脳の幹の反応、自動聴性脳幹反応と耳音響放

射、耳の音の響く放射、耳音響放射の２つです。

両方とも、新生児聴覚スクリーニングのために
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開発された検査です。自動聴性脳幹反応は、音

を赤ちゃんに聞かせ、脳からの電気的反応を調

べる方法です。35デシベルというささやき声程

度の刺激音に対しての反応を見るので、軽度の

難聴から発見することが可能です。もう一つの

耳音響放射は、耳から音を入れると内耳から反

射音が出るという現象を利用して調べる方法で

す。どちらの検査方法も数分程度で簡単に終わ

ります。痛みはもちろん赤ちゃんへの負担は一

切ありませんので、心配しないでください。子

どもが眠っている安静時に検査をする必要があ

るため、生後すぐの入院中に行うのが効率的で

す。なぜ、入院中に聴覚検査を行うのがいいの

か。そのほか、主な理由としては、次の事柄が

上げられます。 

 出生直後の赤ちゃんは眠っている時間が長く

検査しやすい。検査に適した状態、哺乳直後な

どを選んで検査ができる。入院中は再検査を実

施しやすい。両親への説明に十分な時間がある。

ベッドサイドでの検査なので、特別な場所は不

要など。聴力検査は生後１カ月間以内に受ける

ことが推奨されており、退院後に別の医療機関

でも受けることは可能です。しかし、後で検査

すればいいと考えていると、産後のばたばたで

検査しないまま、難聴を放置してしまう可能性

もあり得ます。言葉をゼロから覚えていく赤ち

ゃんにとって、聴覚はとても大切なもの。赤ち

ゃんのためにも、退院する前にきちんと検査を

受けていただきたいと思います。しかしながら、

新生児聴覚スクリーニングは、医療保険の適用

外です。自費診療になります。検査の自己負担

額は医療機関によっても異なりますが、日本産

婦人科医会による平成25年、全出生時聴覚スク

リーニング検査実施のための現状調査によると、

検査の自己負担は2,500円から6,000円程度のよ

うです。 

 平成29年度当初予算案では、すこやか子育て

保険事業費の中で、5,000円を上限とした新生

児聴覚検査の費用助成を計上しております。国

から市町村に対して、地方交付税措置もなされ

ているようですが、上限設定のある費用助成で

はなくて、全額助成にしてはどうか。市長のお

考えを伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの検査という

中で実態を先ほど１問目の答弁の中で申し上げ

ました。１割の16人が検査を受けていないとい

うそのような一つの形になっている。ただいま

御質問の中では、その分で、いうところの検査

費用といったようなものをきちんと手当てする

のも、一つの手だてではないだろうかと、その

ような御趣旨の御質問というふうに承ったわけ

であります。検査費用は、この医療保険の適用

外という中にありまして、全額自己負担という

仕組みの中で位置づけられております。検査を

するかしないかは、保護者の意思によって決ま

るというのが現状であるということは、これは

ただいまの御質問の中にも触れられておったと

おりであります。 

 当市におきまして、平成27年度、検査を受け

てない新生児は、出生を含まれた子どもさんの

１割に当たる16人があったということを１問目

の答弁で申し上げました。検査費用の公費助成

を行うことで、保護者の経済的負担を軽減し、

全ての子どもさんが、赤ちゃんが検査を受けら

れることができる体制を整えたいというように

考えているところであります。このことにつき

ましては、24日の所信表明の際にも、この分に

ついて公費助成を考えているということを申し

述べているわけでありますけども、体制を整え

たいというふうに考えているところであります。 

 検査費用につきましては、平成19年度から市

町村に対し、これも御質問の中でありましたけ

ども、地方交付税でもって措置されているとい

うものの、公費助成を実施する市町村は全国的

にも少ないと。それから、岩手県内では、まだ

例がないという、そのような状況にもあるわけ

であります。そのようなことを踏まえても、こ

れは非常にきめ細かいという分においては、大

事な一つの施策ではないかというふうに考えて

おりますので、平成28年10月、それぞれ結果に
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基づきまして、検査方法をやれる機関によって、

費用金額にかなりの差があるということも、実

態としてわかりました。それぞれ検査費用も3,

000円から１万3,000円までの中に幅があるとい

うようなことも、金額に差があるということを

このようなことも改めてわかったところでござ

いますので、検査費用の助成金額につきまして

は、全国自治体での実態調査、厚生労働省が調

べておるわけでございますが、それを参考にさ

せていただきました。そして、市民が利用して

いる出生医療機関等のもとのいろんな件数や、

あるいは検査費用の額を勘案いたしまして、そ

れぞれ調べまして、平成29年度から5,000円を

上限とする助成を予定しているという形に持ち

込むことができましたので、何とか、きめ細か

い一つの対応という中における、繰り返し申し

上げますけども、大事な早期発見早期治療と申

しますか、そのような中においても、大事なこ

とだというように考えておるところでございま

すから、それに一歩踏み込んだということで御

理解いただければと思っております。 

○議長（新田勝見君）  ２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  ２つの質問で、私の認

識と市長の認識がある程度一緒なのかなと感じ

ましたが、繰り返しになりますけど、市長の答

弁とも重なりますが、赤ちゃんの聴力検査とい

うのは本当に大変必要なものだと思いますが、

任意の検査になっています。先ほど90％検査を

受けているようだけれども、残りの10％は聴覚

検査していなかったという赤ちゃんがいた数字

を把握なさったと。それは検査の必要性が伝わ

ってなかったのか。もしかしたら、費用の負担

がかせになって、検査を受けなかったことも考

えられるのではないかなと思います。全額助成、

検査費用負担ゼロ、そのことによって、全ての

赤ちゃんが検査を受けるようになってくれるの

かと思います。健やかな成長を願い、全国との

比較ではなくて、子育てするなら遠野として、

遠野の全ての赤ちゃんに聴力の検査をプレゼン

トしてほしいと思います。 

 新生児聴覚検査の費用助成は、県内の市町村

に先駆けた事業でございます。そこは高く評価

いたします。新生児聴覚検査の目的やその必要

性、検査方法等をあらゆる機会を通じて周知徹

底を図っていただきたいと思います。母子手帳

の交付や妊産婦健康診断、出産前のファミリー

教室等の機会を活用して、聴覚スクリーニング

に関する説明やパンフレットを渡すこともでき

るでしょう。積極的な啓発に取り組んでほしい

と思います。どのような方法で啓発を図るのか、

伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま実態とそれに

伴う一歩踏み込んだ対応をするということでの

御答弁を申し上げました。御質問の中に、全国

との比較ではないんだと、遠野ならではという

部分の中における、子育てするならば遠野とい

うことをきちんと踏まえた施策を展開してほし

いということに、全くそのとおりだというよう

に認識いたしておりますので、そのためにも、

御質問にございましたとおり、周知をする。た

だ、施策をあるいは予算化をしたから、事業を

起こしたから、それでよしじゃない。これがき

ちんと関係者に周知され、保護者の方々、その

ような方々にきちんと周知され、これが生まれ

るお子様の方々全てにいうなれば、検査という

中における対応できるように、あらゆる機関を、

あらゆる機会を通じまして、周知徹底に全力を

上げて取り組むという中における徹底を図って

まいりたいというように改めて思っているとこ

ろでございますので、それをもって答弁といた

します。 

○議長（新田勝見君）  ２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  子育てをテーマとした

市長との語ろう会、２回目の子育てをテーマと

した市長との語ろう会の中で、市長も感じるこ

とがあったかと思います。若い世代のお母様方

に、遠野の子育て支援策がうまく伝わり切れて

ない部分もあったのではないかと。せっかく先
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駆けていい事業を始めようとしているのですか

ら、全力でという表現ももちろん大事ですけれ

ども、これまでの方法だけで十分なのか、十分

であったのかを検証いただいて、この新事業、

聴覚スクリーニングの啓発と費用助成について、

周知を図っていただきたいと思います。 

 その上で、万が一、聴覚の検査が把握の段階

で、母子健康手帳等の確認をした中でも未実施

の場合は、新生児聴覚検査を実施している医療

機関の紹介や検査方法等の説明を改めて行い、

早期の受診を勧奨してください。そして、結果

を確認し、要支援児が検査により把握された場

合には、療育が遅滞なく実施されるよう、その

保護者に対して適切な指導の援助を行ってほし

いものです。言葉のおくれを最小限に抑え、そ

の後の生活の質の改善に直結する療育訓練の早

期開始が望まれます。早期の適切な療育につな

げることで、新生児聴覚検査が意味を持ちます。

検査結果等の個人情報保護には、十分留意する

のは言うまでもありません。 

 そこで、検査によって把握された要支援児及

びその保護者に対する多面的な支援が遅滞なく

円滑に実施されるためには、行政、療育、医療、

教育などの機関のこれまで以上の連携が必要不

可欠となってくると思われますが、市長のお考

えを伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中で、

周知徹底と語ろう会、お母さん方と私もいろい

ろ２時間ほどにわたりまして、いろいろお話を

聞くことができました。その場には、母親とい

うよりも父親の立場で、菊池美也議員も参加さ

れていたことを思い出しておりますけども、さ

まざまな形で、行政も懸命に、それらの関係職

員も頑張っているという中に、周知あるいは制

度の徹底、あるいはそれぞれ関係機関が行って

いる事業等の周知がまだまだ不十分であるなと

いうことを私も語ろう会の中で感じたというこ

とであります。ただ、感じただけではならない

中でございますので、よく言うホームページを

見てくださいとか、いや、パンフレットをつく

ってありますよだけではないと。きちんとフェ

イスフェイスの中で、きめ細かく、それを、周

知を図っていくということに、なお一層努力を

していかなければならないんだということも、

ただいまの質問の中でも感じたということであ

ります。その点を周知させるように、私も関係

者と連携を図りながら、そういった中にござい

まして、ただいま、行政あるいは療育、あるい

は医療、さらには教育といった連携の中で、把

握された要支援児童をどのようにフォローして

いくのかという御質問でありました。この中に

ございまして、聴覚に障害のあることが判明し

た場合は、これを医療につなげ、身体障害者手

帳の取得や、それこそ補聴器購入の補助などに

もつなげているということになっているのは御

案内のとおりであります。現在、18歳未満で、

聴覚障害によりまして身体障害者手帳の交付を

受けている児童は３人おります。把握している

数では３人ということになっておりまして、ま

た、手帳の取得には至らないものの、それぞれ

障害があるという中にございまして、補聴器等

の導入に対しても、補助しているという事例も、

その中にはあるということであります。この３

年間で、２人に対し、そういったような事業を

実施しているという、そのような実態になって

おります。そして、この28年度、遠野小学校の

きこえの教室を設置いたしまして、そして、そ

の中で、聴覚障害児童１人を受け入れ、障害の

状況に応じて、それぞれ個別の指導やあるいは

配慮をする中で、健常児と一緒に学校生活を送

れるように支援をしていると、これも大事なこ

とじゃないかなと思っておりますので、対応し

ているということでございますので、今後も、

このような数ではないと。きちんとその部分を

連携を図る。この連携を図るということが、そ

れぞれ、まさに教育という現場にもつながる一

つの仕組みではないかなというように思ってお

りますので、そういった点では、なお一層、連

携を図るように、関係機関ともども、ただいま

の問題に対するフォローをきちんと進めていき



－ 83 － 

たいというように考えているところであります。 

○議長（新田勝見君）  ２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  それでは、２つ目の

テーマに移ります。 

 平成29年度の施政方針では、３つのキーワー

ドを掲げております。それは、人づくり、健康

づくり、地域づくり。健康づくりにもかかわっ

てくることです。受動喫煙の防止についてのお

考えを伺ってまいります。 

 たばこは喫煙所で吸うというマナーが定着し

てしばらくになろうかと思います。第２次遠野

市総合計画掲載資料によると、平成26年度の葉

たばこ生産額は約１億5,000万円。葉たばこは

遠野にとって、大切な産業です。そして、平成

29年度当初予算案で示された歳入、市たばこ税

の予算額は２億87万7,000円。貴重な財源です。

脳の活動を活発化させる効果が喫煙にはあるの

ではないか、アルツハイマーの予防に役立つ可

能性もあるのではないかという研究の報告もご

ざいます。科学者アインシュタインはパイプが

大好きでした。世界最高齢者として当時有名だ

った故泉重千代さんは、70歳からたばこを始め

たそうです。たばこは嗜好の一つです。しかし、

受動喫煙はマナーや嗜好ではなく、健康問題で

す。たばこを吸わない人の死の危険性が増すこ

とは容認ができません。分煙をしっかり進めて

いくことが大事だと考えます。 

 改めて、受動喫煙について説明をさせていた

だきます。 

 さまざまな疾患を起こすリスクのある有害物

質は、喫煙者が肺に直接吸い込む主流煙よりも、

たばこの点火部から立ち上る副流煙により多く

含まれ、その副流煙と喫煙者が鼻や口から吐き

出した呼出煙を周りにいる人が吸い込むことに

より受動喫煙が起こります。 

 受動喫煙で、非喫煙者に与えられる悪影響と

病気についての報告を紹介します。 

 すぐにあらわれる影響として、目がしみるな

どの目の痛み、喉の痛みや咳、心拍数の増加や

冷え性などの血管萎縮、軽度ではあるものの、

不快な影響です。煙ですから目にしみます。吸

い込めば喉が痛くなります。喫煙者と同じよう

に血管が収縮します。長期的な影響としては、

肺がん、副鼻腔ガン、子宮頸がん、呼吸機能の

低下、脳卒中、心筋梗塞、動脈硬化、糖尿病な

ど、がんをはじめとする重病に対する影響が考

えられます。 

 喫煙者は自分の意志で吸うので責任は自分に

ありますが、受動喫煙は本人の意思とは無関係

です。喫煙者が出す副流煙で、非喫煙者や子ど

もの発症率が高まります。また、妊婦や新生児

への影響も報告されています。流産や早産、乳

幼児突然死症候群、低体重化など生まれてくる

命への影響です。たばこの副流煙は母体や乳児

にとっては、とても重たい害になります。吸う

人と吸わない人の共存が大切だと考えますが、

受動喫煙防止に対する市長のお考えを伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  たばこを吸わない、吸

わせない。煙と無縁な生活でいきいき元気な人

生をと、これが第３次遠野市健康増進計画の一

つのスローガンとして掲げているということで

あります。ただいま御質問の中に、吸う人、吸

わない人、吸わない人、この受動という一つの

影響が大きいんではないだろうかという一つの

御指摘の中における質問であったというように

受けとめたところであります。 

 受動喫煙によりまして、さまざまな健康悪影

響といったものについて指摘されているという

ことでございますので、その辺をきちんと対応

していかなければならない一つの課題ではない

だろうかというように、改めて認識もいたして

おります。 

 国におきましても、この2020年の東京オリン

ピック、パラリンピックに向けて、組織として、

取り組みとして、健康増進の単なる視点に加え

ながらも、もう一方においては、他国の規制の

整備状況を踏まえて、対策を強化するというよ

うにも聞いているところであります。これは世

界的な動きとして出てきているんだということ
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の一つのあらわれではないかなと思っておりま

すので、いうところの官公庁やら社会福祉施設、

さらには運動施設等におきましても、施設内禁

煙を徹底をしながら対応していくという一つの

流れの中にあるという部分は、悪影響を及ぼし

ていると。吸わない人に悪影響を及ぼしている

ということにつながっているのではないのかな

というように思っておりますので、たばこを吸

わない、吸わせない。そして、煙と無縁な生活

で生き生き元気な人生をという、そのような一

つのまちづくりのためにも、ただいま御指摘あ

ったような取り組みをさらに努めていかなけれ

ばならないし、また、そのような環境も一方つ

くっていかなきゃならない。嗜好品であります

から、これはやはりそれぞれの部分としての対

応。だから、その部分をどのように吸う人、吸

わない人という部分の中における、ちゃんとし

た、きちんとした環境づくり、これが極めて大

事じゃないのかなというように思っているとこ

ろであります。 

○議長（新田勝見君）  ２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  遠野の中に、吸わない、

吸わせない煙と無縁な云々というスローガンが

あるのは、私勉強不足で本当申しわけありませ

んでした。吸う方と吸わない人の環境づくりを

進めていただくという御答弁をいただきました

が、平成27年度主要な事業の成果説明書の産業

まつりについて記載されている成果を要約する

と、中心市街地活性を図るため、蔵の道広場を

中心会場とし、旬の特産品などでにぎわった。

２日間の来場者は１万3,500人。産業まつりの

会場レイアウトを皆様に思い返していただきた

いのですが、喫煙所は蔵の道広場の西側にある

あずまやです。トイレの近くにあります。１万

3,500人が来場するイベントである産業まつり

には、当然喫煙所という設置が必須になるはず

です。では、じゃあ、その隣には、どういった

スペースがあったかというと、キッズコーナー、

子どもたちの遊ぶ広場でした。子育てするなら

のフレーズとは余りにも真逆ではありませんか。

平成29年度の産業まつりのレイアウトについて

は再考をいただきたいと思います。 

 イベント会場における喫煙所の配置場所につ

いて、吸う方と吸わない人の環境整備という観

点からでも結構です。お考えを伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この吸う人、吸わない

人という中で、イベント会場、産業まつりでの

事例がただいま御質問の中に指摘をされており

ました。キッズコーナーのあるところにそのよ

うな喫煙所があったではないかと。分煙という

ことを考えれば、一応、分けたという分におい

ては、一応形にしたというようなわけでありま

すけども、受動という一つの煙を吸う人という

部分を考えれば、子どものキッズコーナー等に

そのような分があるということは、決して好ま

しい状況ではないというように思っているとこ

ろでございますので、早速、このようなイベン

ト等における喫煙所のあり方等につきまして、

事務担当のほうにも、きちんと指示をいたしま

して、あるべき姿、望ましい姿、きちんとした、

受動喫煙という分に対する一つの対策といった

ものも、そのイベント等を通じながら明確に位

置づけるように見直し検討を進めることにさせ

たいというように考えているところでございま

すので、御了承願います。 

○議長（新田勝見君）  ２番菊池美也君。 

   〔２番菊池美也君登壇〕 

○２番（菊池美也君）  分煙というのは、吸う

場所の分け方ではないと思います。煙を分断す

る。煙が届かないようにするということが分煙

という意味だと僕は考えます。 

 遠野の学校施設は敷地内禁煙になっています。

例え、車内であっても、敷地内での喫煙は禁止

されております。昨年教育民生常任委員会で、

市内の学校施設を視察した際、ある学校では校

舎裏に移動のできる筒状の灰皿が置いてありま

した。吸い殻が中に残ったままです。後日、事

情を確認したところ、スポーツ少年団の活動の

際に、関係者が敷地の外、フェンスの外に灰皿
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を移動して、そこで、たばこをたしなんでいた

ということのようでした。これは本当の意味で

敷地内禁煙でしょうか。 

 台湾では、2009年にたばこ煙害防止法という

法律が改正され、喫煙者に厳しくなり、たばこ

を吸える場所は余りないようです。簡単に説明

すると、台湾では、３人以上集まる建物内や公

園を含む公共の場所、交通機関内は全面禁煙で

す。ホテルでも喫煙ルームはなく、また、敷地

外からのたばこの煙の流入による受動喫煙の被

害を防ぐため、台北市では、学校周辺の歩道の

全面禁煙化を行っています。原則禁煙が台湾基

準です。観光施設なども分煙を徹底し、台湾か

ら来遠されるお客様に、さすが伊能先生の生ま

れ故郷だと言われるようにしてほしいと思いま

す。 

 伊能嘉矩生誕150年でもある本年は、特別展

開催の準備が進められています。市立博物館に

も、数多くの台湾の方にぜひ立ち寄っていただ

きたいものです。が、では、分煙状況はどうな

のか。合築されている図書館出入り口のすぐ隣、

駐輪場の脇に丸太を模した灰皿が置いてありま

す。露天です。普段から自転車でくる児童生徒

への影響、読み聞かせ教室に参加したり、絵本

を借りたりしている幼児や親御さんなど、利用

者への配慮が少し足りないのでは。ある地区セ

ンターの喫煙所も出入り口にあり、そこは壁で

囲っているだけ。天井が塞がれていないので、

煙は漏れています。それぞれの地域コミュニテ

ィー活動を活性化させる拠点として、地区セン

ターの役割がより重要になっていく中で、どん

どん地区センターに地域住民の方がこぞってほ

しい、敷居を低くしなければならないという方

向にあるにもかかわらず、受動喫煙という問題

が残されています。 

 運動公園の喫煙所はどうなっているのか。グ

ラウンドの外、コートの外、競技場の外に灰皿

が置かれているだけです。昨年開催の希望郷岩

手国体のレガシーを各種スポーツ大会やスポー

ツ合宿の誘致、スポーツイベントの推進に結び

つけ、競技会場の有効利用と交流人口の拡大に

取り組んでいこうとしている中、このままでよ

ろしいのでしょうか。吸う人と吸わない人が互

いに思いやり共存するために、灰皿を撤去する

のではなく、煙の漏れのない喫煙所を設け、そ

こで吸っていただく。有害物質がフィルタリン

グされた分煙所を公共施設に整備する必要はあ

りませんでしょうか。伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  たばこの吸う人、吸わ

ない人という中においての対応の中におきまし

て、ただいまの御質問の中におきましては、公

共施設、いろんな図書館、あるいは地区セン

ター、さらには運動公園と、子どもたちが家族

で集うような、そのような場所、そういったと

ころにも、もっと徹底した分煙、吸う人、吸わ

ない人の対応。さらには、台湾の事例を挙げな

がら、これからふえてくるであろうインバウン

ドと外国人訪日客といったものに対する対応、

伊能嘉矩150年特別展もあるぞとなれば、台湾

の方々をお迎えするという分におきましても、

そういった点でのきちんと環境づくりをしなけ

ればならないんじゃないだろうかというような、

そういうような御指摘であったというように思

っております。したがいまして、遠野という一

つのイメージをあれしながら、吸う人、吸わな

い人、吸う人の煙といったものも、影響を及ぼ

さないような形で、言いかえれば、分煙室のよ

うなものをきちんと、それこそ影響のないとこ

ろにきちんと環境整備するということが求めら

れているのではないのかなというように、現状

として認識しているところでございますので、

それぞれの地域の実態、特に、家族、子どもさ

んたちが集うような場所につきましては、ある

意味でいったら、徹底をするというような、そ

のような一つの環境整備を図ってまいることに

よりまして、いろんな健康づくり、そして、ま

た、交流人口の拡大、また、一方における遠野

のイメージのさらなるイメージアップといった

ものにもつなげるような、そういうような取り

組みを強めてまいりたいというように考えてい
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るところでございますので、よろしくお願いい

たします。 

○２番（菊池美也君）  一般質問を終わります。 

○議長（新田勝見君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時46分 休憩   

────────────────── 

   午前10時56分 開議   

○議長（新田勝見君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  市民クラブの菊池巳

喜男でございます。通告に従い、一問一答方式

で、平成29年度遠野市一般会計予算の特徴につ

いて及び地域おこし協力隊による事業推進状況

についての２点について、市長に一般質問を行

ってまいります。 

 「羽ばたく！遠野スタイルチャレンジ予算」

と位置づけられた、総額177億9,000万円で構成

する一般会計予算が、市長施政方針演述で示さ

れました。この演述の中から、どのように２万

8,000人の遠野市民の負託に答えようとしてい

るのかを視点を絞って伺ってまいりたいと思い

ます。 

 なお、昨日の浅沼幸雄議員、また、ほかの議

員と重複する点も多々あると思いますがお許し

願いたいと思います。 

 それでは、最初に質問に入りますが、第２ス

テージ２年目に向けて、２つの優先方針として、

産業振興・雇用対策と少子化対策・子育て支援

の２つを共通優先課題として捉えているとのこ

とであります。振り返りますと、平成28年度は

１年目といたしまして、遠野スタイルスタート

ダッシュ予算のもと、２つの優先課題にスター

トダッシュで取り組み、スクラップ・アンド・

ビルドによる事業のブラッシュアップを図り、

進んでいくとのことでございました。スクラッ

プ・アンド・ビルド、日本語に訳すと老朽化し

て非効率な行政機構を廃止して、新しい行政機

構の集中化、効率化などの実現をすることと訳

せるでしょうか。さらに、ブラッシュアップと

は、磨き上げること、一定のレベルに達した状

況から、さらに磨きをかけることとなっている

かと思います。 

 第２ステージ２年目に向けて、今期、平成28

年度も残すところ１カ月となりますけども、こ

の２つの優先方針の実績の見通しをどのように

捉えているかを順次伺ってまいりたいと思いま

す。 

 それでは、１つ目の産業振興、雇用対策に、

特にも、平成28年度の新規事業であった、アス

ト加速化事業、６次産業化、地産地消推進事業、

構築連携ネットワーク推進事業、肉用牛増産対

策推進事業など、農畜産物の販路拡大や６次産

業商品のアイデア、市内９カ所の産直ネット

ワークによる集客力アップ等々がありましたが、

どのように展開され、実行したのか、残すとこ

ろ１カ月ではございますが、その辺を伺いたい

と思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池巳喜男議員の一般

質問にお答えいたします。一問一答方式という

ことで、それぞれお示しいたしております177

億9,000万。それぞれ５つの大綱に基づき、そ

れぞれやりとりをしながらの予算編成といたし

まして、あすから本格的な審査を受けるわけで

ありますけども、それに先立ちまして、緊急優

先課題、そういったものについて、どのように

取り組んでいるのかと。もう、間もなく３月。

今年度も１カ月しかないぞという中で、その辺

の進行管理も含めて、状況を示してほしいとい

うポイントを絞った御質問と承ったところであ

ります。 

 そういった中にございまして、ただいま産業

振興・雇用の確保。28年度の実績見通しはとそ

ういう中にあるわけであります。このアスト加

速化事業。これにつきましては、重点推進品目

という中における栽培拡大の加速化に向け取り

組みを進めてまいりました。補助金の有効活用

を進めながら、高めながら、進めながら、品目

の作付振興を、推進を図ったという中で、中で
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も、この重点品目であります、ピーマン、さら

には、アスパラガス、そういったものにつきま

しては、１ヘクタールほどの新規定着、定まっ

たというか、新規定植。それから増反となるな

ど、それぞれピーマン、あるいは、アスパラガ

スなどは、一つの主力品目として一定の手ごた

えを感じることができたという、そのような状

況になっております。 

 それから、６次産業化の中におきましては、

地方創生の追い風を受けながら、金融機関との

関係、産学官金労言という一つの仕組みの中で、

この部分を積極的に進めようという連携協定と

いう一つの中におきまして、進めまして、初め

てでありますけども、海外との特産品の輸出に

よる販路拡大というものにも、一定のかすかな

手ごたえを感じることができた。遠野のもの・

こころ海外交流推進事業といったような、その

中における取り組み。その中には、販路拡大に

とりまして、地方創生に関する連携協定といっ

たようなものを北日本銀行をはじめとするそれ

ぞれの地元金融機関との間における協定も締結

することができ、台湾のほうにも、きのう帰っ

てまいりましたけども、販路拡大に向けて、高

級スーパー裕毛屋の中での物産展も展開するこ

とができたという、そのような、そこでの一歩

を踏み出すことができました。特にも、裕毛屋

との足がかりの中における一つの取り組みは、

遠野の農産物の販路拡大もさることながら、や

はり、外食産業といったような中における取り

組みの中で、さまざまな形での相談あるいは連

携といった申し出が来ているということも含め

れば、裾野が広い一つの産業振興につながると

いうことになるのではないのかなというように

捉えているところであります。 

 そういった一つのほかにも、６次産業化とい

うことにつきましては、それぞれ東北銀行との

間におきましては、協定の中で、無利子無担保、

そして、無保証の新たな金融商品の取り扱いに

も後押しをしてくれるというような、そのよう

な仕組みもつくることができております。 

 そして、また、一方においては、これも非常

に私は大事にしなければならないというように

考えているところでありますし、若干自分でも

じくじたるところの思いがあるんですけども、

産直のネットワークをもっとしっかりしたもの

に持っていきたいというように考えているわけ

であります。今、申し上げましたとおり、ピー

マンだ、アスパラガス、もちろん、そのとおり

であります。さまざまな販路開拓、海外にとい

うのも、そのとおりであります。産直という言

葉としては、どのような捉え方されるか、泥く

さい部分におきまする取り組みも農業振興とい

う面においては、極めて大事なプロジェクトの

一つであるということを改めて再認識しながら、

産直ネットワークによります集客力のアップ、

あるいは収入の一つの増収と申しますか、その

ようなもの、さらには、従事しております皆さ

んの、組合員の皆様のさらなる資質の向上とい

ったような、ソフト、ハードの面からおけるさ

まざまな手当を講じながら、この産直全体の

バージョンアップと申しますか、馬力アップと

申しますか、そのようなものにも、さらに加速

させていきたいなというように考えております。 

 それから、構築連携ネットワークの推進事業

につきましても、これも遠野ならではという分

については、極めて大事な大事な取り組みとし

て、しっかりした仕組みに持ち込まなければな

りません。花巻農業協同組合、あるいは、遠野

ホップ農業協同組合、さらには、たばこ振興会

といったような方々を対象にしながら、約59ヘ

クタールの農地に対しまして、堆肥という、土

づくりセンターで生産される良質な堆肥を支援

するという仕組みの中で行っているところでご

ざいますので、この連携も、さらに強めてまい

りたいというように考えております。ただ、御

質問のありました肉用牛の増産対策。これにつ

きましても、新規就農者の一つの後押しと繁殖

素牛の増頭対策、さらには肥育牛、遠野生まれ、

遠野育ちという岩手遠野牛といったものに、き

ちんとつながる増産対策に、これは畜産振興公

社を確認しながら、この部分もさらに加速させ

ていきたいというように考えているところでご
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ざいまして、この28年度の残り１カ月の中で、

どのようなということになれば、ただいま申し

上げましたような中で、一定の手ごたえを感じ

ながら進めているということに御理解をいただ

ければというように思っているところでありま

す。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  ただいま28年度、現

在進行管理されている新規事業、種々説明がご

ざいました。近くでは台湾の裕毛屋との連携が

うまくというんですか、いけばいいなと私なり

にも思うところでございます。 

 耕畜連携におきましても、ＪＡ花巻、たばこ

振興会、そして、ホップ農協さん等との良質な

堆肥ということで、さらに進めばいいなという

ふうに思っているところでございます。 

 それでは、２つ目の少子化対策・子育て支援

ということに入らせていただきますが、教育環

境、子育て支援のための施策として、学力向上

対策を強化するとともに、地域で子育てを応援

する取り組みを進めると。特に市内企業との連

携による子育て支援、市内の社会福祉法人との

連携した新たな仕組みづくりに挑戦して、産学

官民の共同による子育てするなら遠野の実現に

走るとのことでありました。その実績見込みと

今までの感想、進行管理状況をお聞かせ願えれ

ばと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  子育てするならば、遠

野という中で、少子化対策・子育て支援を緊急

優先課題としての位置づけとして取り組んでお

ります。特にも、少子化・子育て支援につきま

しては、さまざまな切り口の中から、総合力で

きちんとした成果を出そうじゃないかという部

分で、関係者一丸となって取り組んでいるわけ

でありますけども、これは１年あるいは２年で

簡単に結論が出るものではないと。ただ、先ほ

ど申し上げました菊池美也議員の質問の中にも

ありましたとおり、きめ細かくという部分にお

いては、早期発見早期治療という、16人という

一つの数字も先ほど答弁の中で申し上げました

けども、そういった部分をきちんときめ細かく

フォローするということによって、子育てする

ならば遠野というものがその中に見えてくるん

ではないのかなというように思っているところ

であります。その中で、学力向上対策。これは

中浜教育長のほうには、私もときどき話をして

いるわけでありますけども、学力向上対策は１

年、２年で結果は出ないかもしれない。しかし、

やっぱり、きちんと愚直に繰り返すことによっ

て、学力向上という一つの結果が得られるとい

うようなもので、ひとつ、頑張ってほしいとい

うことを私も市長の立場としても話をしている

わけでありますけども、そういった部分で、話

をするだけではならないという中で、28年度上、

28年度より新たに特定教科集中対策事業という

ものに取り組みまして、専任で数学の学習支援

を行う学習支援を各中学校に配置したという中

で、そういうような環境を整えるという部分で

予算のやりとりを行ったという一つの形での取

り組みであります。 

 また、わらすっこ条例の理念のもとに、さま

ざまなプランをきめ細かくという部分が取り組

まれているわけでありますけども、これも、そ

れぞれ各職場あるいは各団体に周知の徹底を図

りながら対応を進めているところでありまして、

特にも、この５月に市内74の事業所に子育て支

援に係る取り組み状況等についてアンケート調

査を実施いたしまして、市民協働による政策の

展開についての検討を重ねてまいりました。こ

の事業所の協力も得なければならないという、

そのような中における取り組みも進めてきてお

ります。そういった中にございまして、わらす

っこ条例応援事業者として、19の事業者から申

請をいただきまして、全面的に協力をするとい

うような、そのような一つの反応もあったとい

うことであります。さらには、社会福祉法人と

連携した新たな仕組みづくりにつきましては、

これは何度も答弁の中でも申し上げているわけ

でありますけども、宮守町の３つの幼稚園、保
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育園を平成28年４月１日から、社会福祉法人遠

野市保育協会への移管を、運営を移管するとい

う10年越しの一つの成果を得ることができまし

た。保護者の皆様の御理解もいただき、文字ど

おり一体となって、そのような環境が一つの制

度のもとに、あるいは、一つの組織のもとにで

きるということにつながったという一つの結果

でもあろうかというように思っております。ま

た、５月なり12月には、保護者の方々とも、保

育協会との連携によりまして、ニーズによるき

め細かい対応をそれぞれ進めているということ

であります。そして、そういった結果におきま

して、２月６日でありましたけども、まさに市

民センター大ホール、改修のあった大ホールの

中におきまして、保育の集いを宮守町の園児も

参加しながら４月の入学を前にして、園児の皆

様が見事な日ごろの練習の成果をお父さん、お

母さん方に御披露をしたというような、そのよ

うな姿も見られたわけであります。 

 それから、10月からファミリーサポートセン

ターといったものを開設、設置いたしまして、

70名の会員が一つ登録をいたしまして、地域で

の子育て支援を順調に展開するような形でのサ

ポートを行っているという、これも定着をして

もらいたいなと思っておりますし、地域ぐるみ

ということは大事でございますし、サポートの

方々は経験、ノウハウ、それぞれお持ちの方で

ありますから、この方々のお力も借りながら、

子育てするならばという方向に持っていきたい

ものだというように考えているところでござい

ます。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  ただいま少子化対策、

子育て支援の進行状況が話されました。特にも、

市内企業との連携、74事業所のアンケートもと

りながら、19企業から協力体制を得られるとい

ったというようなお話もございます。学力向上

対策もしかりでございます。特定教科集中対策

を各中学校で数学を中心に取り組んでいるとい

うことでございますので、今後とも、さらなる

学力向上に努めていただければなと私なりに思

うところでございます。 

 ただいま述べられました平成28年度の見込み

を踏まえながら、平成29年度に向けては、この

２つの優先課題について、さらなる取り組みが

あるわけでございますけども、この取り組みを

している１つ目の産業振興・雇用対策で、28年

度事業と比較して、さらなるグレードアップを

模索して、それに、また、新規事業を追加して

進めようとしているというように感じておりま

すが、その辺を伺いいたします。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま産業振興・雇

用対策、さらには、少子化・子育て支援といっ

たものに対する28年度の状況につきまして、そ

れぞれ項目を上げながら御答弁申し上げました。

やはり、一つは、継続は力ということになろう

かというように思っております。そして、特に

も、産業振興にしても、あるいは、少子化・子

育て支援にしても、単年度の中で一定の成果を

見出すことは、これはなかなか難しい一つの大

きな市政課題であるわけであります。文字どお

り総合力という中で、それぞれの関係機関がそ

れぞれの立場の中で、あるいは市民の方々も、

農業あるいは畜産、そういった林業、そういっ

たような分野のもとに、それぞれの役目を果た

すという中で、結果的には、結果として出てく

るということになろうかというように思ってお

りますので、29年度におきましては、それぞれ

予算の中にバージョンアップをする。あるいは

グレードアップをする。さらには予算を増額し

ながら、さらに加速をする。もう一方において

は、それぞれの事業を総括しながら、事業の中

を進化という言葉で言っていいかどうかでござ

いますけども、見直しをしながら、さらに状況

に合った形で、仕組みを少し変えていくという

中におけるさまざまな手だてを講じているとこ

ろであります。 

 この分につきましては、あすから始まります

平成29年度のそれぞれの項目別の予算審査の中



－ 90 － 

におきまして、お示しをしている中におきまし

て、具体的に審査の中で29年度の取り組みの一

定の方向性というのが、議論の中で、また、さ

らに浮かび上がってくるというように認識して

いるところでございますので、その中で交わさ

れた議論の中から、４月から実施する際に当た

りましては、決まったということじゃなくして、

議論の経過を十分生かした事業執行体制に持ち

込むということが大事ではないのかなというよ

うに承知しているところでございますので、そ

れをもって答弁とさせていただきます。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  新たな新規事業はた

だいま述べていただかなかったわけですが、委

員会等々で具体的に示されるというようなこと

で、そちらで議論を尽くしてほしいということ

でございました。単年度では成果が上がらない

ということも、そのとおりでございますので、

現政策に関しましても、さらなる充実を図って

いけばなということを願うわけでございます。 

 ２つ目の少子化対策・子育て支援におかれま

しても、先ほど来から言われておるとおり、学

力向上対策を強化して、地域で子育てを応援す

る取り組みを継続する必要があると、私なりに

思いますが、その辺、先ほどの28年度の経過報

告にもありましたけども、29年度の事業展開に

ついて、さらなる考えを伺いたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  少子化対策・子育てに

つきましても、例えば、産業振興・雇用対策の

分につきましても、基本的には、同じような継

続は力という中で取り組むことになろうかとい

うように思っておりますので、これは、また、

あすからの予算審査の中におきまして、それぞ

れの課題やら、成果やらを踏まえての事業展開

を29年度さらに加速させるということにつなが

ろうかというように思っておりますけども、ち

なみに、英語につきまして、学力向上につきま

して、英語につきまして、学習環境を整えるよ

うな環境づくりにも、一つ踏み込んだという、

そのような対応も29年度予算の中で位置づけて

おります。さらには、きめ細かい、切れ目のな

い子育て支援という中におけるさまざまな手だ

ても、その中で、額ではないという部分の中に

おいて位置づけているところであります。そし

て、また、一方においては、とおのスタイル結

婚応援事業といったようなものを新たにスター

トさせることといたしました。これも、それぞ

れの一つの地域住民やら事業者、あるいは地区

センターも入りながら、相互に連携をしながら、

この部分における一つの事業を充実し、また加

速させようという、そのような中で、出会いの

場の一つの対応を進めてまいりたいというよう

に思っております。そして、また、この部分に

おきまして、このきめ細かいという分におきま

して、子育てあるいは少子化という中におきま

して、やはり、私は、一つは、若いお母さん方、

あるいは保護者の方々、これから結婚しながら

家族という中に踏み込む方々に、何らかの形で、

もっと、きめ細かい制度を充実させるという方

向に持っていかなきゃならないんじゃないのか

なというようにも考えているところでございま

すので、これは29年度の予算の中で、ただいま

申し上げたように、明確につくられたものもあ

れば、まだ、もう少し踏み込みたいけども、も

うちょっとという部分の中もあるわけでござい

ますから、その辺は例えば、６月補正なり、９

月補正ということもあるわけでございますから、

その中で順次そのような切れ目のない、きめ細

かい、そのような事業展開をさらに充実させる

方向で進めてまいりたいというように考えてい

るところでございます。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  学力向上、本来は教

育長にお尋ねすればよかったかもしれませんけ

ども、29年度では、英語についても、学習環境

をつくりながら踏み込んでやっていくというよ

うなお話もございました。きめ細かい制度で、

若いお母さんたちを支援するというようなこと
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も、これから考えていくと。期待しております

ので、その辺をよろしく、これからやっていけ

ればなと思います。 

 それでは、次に入りますが、人づくり、健康

づくり、地域づくり、この３つのキーワードの

もと、遠野市の将来像である永遠の日本のふる

さと遠野の実現に向けて、力強く歩み始める年

としたいと演述では述べておられます。この３

つのキーワードにチャレンジする事業はどうい

うものなのかをまず伺いたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  平成29年度の予算は、

「羽ばたく！遠野スタイルチャレンジ予算」と

して位置づけさせていただきました。28年度は

スタートダッシュという中で、第２次遠野市総

合計画を、それこそ加速、スタートダッシュを

まちがわないように進めようという中で、ス

タートダッシュ予算。今度はチャレンジ予算と

いう中で、位置づけの中で、チャレンジすると

いう分においては、人づくり、まさに地域づく

り、健康づくりをキーワードにしたものに取り

組もうという、そのような、その中にさまざま

チャレンジしてみようという、そのような予算。

なぜか。所信表明の中にも、伊能嘉矩の言葉と

して、甘棠之愛という言葉を使わせていただき

ました。この部分は中国の史記に基づく一つの

言葉であるわけでありますけども、郷土を愛す

るという部分が、まさにこれは基本だと。何で

も、それ、交流人口をふやそう、定住人口をふ

やそうと、人口減少に立ち向かおうという我々

もそれを盛んに話をしているわけであります。

しかし、みずからの地域を愛情もなく、愛着も

なければ、魅力といったものにつながりません。

そのためには、郷土愛といったものが基本に私

はあるのじゃないかなというように認識したが

ゆえに、あのような言葉を使わせていただいた

ということであるわけであります。そうなって

きますと、やはり、人づくりが郷土愛といった

ものにつながってくる。それを支えるのは、郷

土を愛すること。郷土を愛することは人づくり

であるというような、そのような一つの言葉と

して、甘棠之愛という一つの中からも言われて

いるわけでありますから、人づくりから始まる。

そして、元気な地域をつくる。さあ、頑張ろう

という元気な地域をつくるということになれば、

市民一人ひとりの市民の力といったものが、そ

の中になければならない。市役所が頑張っても、

市民の皆様とのきちんとしたタッグが組まれて

なければ、力になれません。きちんとしたタッ

グが組まれれば、それが魅力につながります。

魅力につながれば、じゃあ、定住しようか、移

住しようかといったような、そのような一つの

流れも呼び込むことができるということにつな

がってくるのではないのかなという、そのこと

を愚直に繰り返す中で、人づくり、地域づくり

ということにも持っていく。となれば、人づく

りも、地域づくりも、健康でなければ、これは

できません。人も健康でなければ、地域も健康

でなければならないという、そのような一つの

ことを考えると、健康な人がいるからこそ、元

気な地域がつくられるんだという一つの信念の

もとに、それぞれチャレンジしてみよう。遠野

人。一人ひとりなのだという部分の中で、こう

いった部分にチャレンジする。これは一つのい

ろんな、チャレンジする場合においては一つの

方程式はありません。いろんな、それぞれの地

域、それぞれの人によって、アプローチする一

つの方程式がみんな違うわけでありますから、

それをきちんと持った中で、それを取り組んで

もらおう。だから、そのためには、チャレンジ

という言葉の中で、地域頑張ってほしいという、

そのような、我々も頑張るから、地域も頑張ろ

うというような、そのような一つの仕組みとし

て、しっかりしたものに持っていきたいなとい

うように考えているところでございますので、

その点を御理解いただければというように思っ

ているところであります。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  ただいま人づくり、

健康づくり、地域づくり、その３つのキーワー
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ドを答弁していただきました。具体的なチャレ

ンジということの事業に関しましては、これか

ら委員会等々でも論議されるところであると思

います。 

 次に、各種事業の重点化を図ることとした３

つの特徴の具体的な戦略は何かということを伺

いたいと思います。一つ一つ伺いたいと思いま

す。 

 １つ目は、産業とわらすっこがともに成長し、

夢と希望を未来に紡ぐ優先課題に取り組むとの

ことで、産業振興・雇用対策、少子化対策・子

育て支援を掲げております。先ほども申されて

おりました。特にも、その中で、保育所と児童

館が一つの棟に一体となった附馬牛保育所の整

備が計画されております。その辺も演述で述べ

られております。このような一体となった方式

による保育所整備は、今後、他の地域でも整備

が老朽化している等々児童館や保育所もあるわ

けですので、附馬牛保育園のような整備が今後

こういうモデルとなって、附馬牛保育所がモデ

ルになっていくのかということをまずお伺いし

たいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  子育て支援という中に

おける取り組みといたしまして、今般の当初予

算の中にも、附馬牛保育園、児童館の合築方式

という中における整備の予算を計上し、審議を

いただくということになっているわけでありま

すけども、この部分におきましては、かねてか

ら検討を重ねてきているわけでありますけれど

も、附馬牛保育園の施設がもう既に築40年以上

経過しているということと、もう一つ、急がな

ければならない緊急な課題があったわけであり

ます。この設置場所が急傾斜地危険区域に当た

っているという一つの現実であります。ほっと

くわけにいきません。台風10号の自然の猛威を

考えれば、きっちりと整備をしなければならな

いという方向の中で検討を急いでいただいたと

いうことになるわけでありますけども、そうい

った中で、遠野保育協会が改築整備するという

ことになるわけでありますけども、御質問にあ

りましたとおり、合築という中でという部分は、

青笹保育園と児童館が10年以上も前に合築とい

う中で一つ対応されております。したがいまし

て、この部分、少子化という一つの時代の流れ

にどういう環境がいいのかということを考えれ

ば、あれも、それも、それも、これもというわ

けにはいかない、一つのケースとして、こうい

うものもあってという中で、附馬牛保育園と児

童館といったものを合築方式に一つの位置づけ

たということでありますけども、それが全て他

の地区にも全部当てはまるということにはなら

ないかというように思っております。ケース・

バイ・ケースとして、考えていくという一つの

中で冷静な議論をし、関係者の皆様の合意形成

といったものを大事にしながら、また一方にお

いては、児童館の役割、保育園の役割といった

ものも、一つきちんと整理をしながら、どうあ

れば、望ましいかという方向に持っていくとい

うことになろうかと思っておりますので、青笹

の例をもって附馬牛ということにつながったと

いう部分はあるんですけども、青笹から附馬牛

まで来る場合においても、かなりの一つの時間

的な経過もあるわけでございますから、その辺

をきちんと踏まえた中で、あるべき姿、望まし

い姿、そして、また、地域の実情に応じた、よ

り望ましい姿といったものを見出していくとい

うことになろうかというように思っております

から、これがモデルだから、他の地域にもとい

うところに短絡的には持っていく必要はないん

じゃないのかなというように、私自身は認識し

ておるところございますので、御理解いただけ

ればと思っています。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  今回の合築整備、

ケース・バイ・ケースだということで、今後に

おかれましては、地域の合意形成もしていきな

がら、望ましい姿にしていきたいということで

ありますから、いろいろ合築整備もあるかと思

いますけども、地域の合意をきちんとした中で
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形成をしていただきたいなと思うところもあり

ます。 

 ２つ目に入りますが、まちなか再生、町なか

のにぎわい創出を推進していくということで、

歩道の融雪化などのハード事業など各種の取り

組みが述べられておりました。以前から問題化

されているシャッター通りの解消などにもつな

がるものなのか、積極的な取り組みを期待して

いるところもありますが、この辺、どのように

考えているものかを次に伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  まちなか再生という一

つの大きな市政課題であり、また、これは、１

年、２年で結論があるいは形になるようなプロ

ジェクトではないということは御案内のとおり

であります。中心市街地の活性化という分につ

きましては、きのうも駅舎問題につきまして、

いろいろ議論もいたしました。相手もあります。

だから、まちなか再生と簡単に話をしても、い

ろんな地権者の方もさまざま、いろんな法の壁

もある、制度の一つの仕組みもあるという中で

簡単には進まない。しかし、きちんとしたシナ

リオを持ちながら、それに進んでいくというこ

とになろうかというように思っておりますので、

中心市街地活性化協議会という一つの組織も立

ち上がっておりますので、そういったところを

確認しながら、多くの関係者の皆様の参加を得

ながら、あるべき姿といったものに、みんなで

向かっていくという、その中で、一つ一つ形に

持ち込みながら、それは向かうべきベクトルは

という分であれば、遠野の町はこういう一つの

形にしようという、そのようなものに向かって

いくという取り組みとして、私は、５年、10年

といった一つのスパンの中で考えていかなけれ

ばならない大事業ではないのかなというように

も思っているところでございますので、ただ、

繰り返しになりますけども、ただ、ほっとくわ

けにいかないというところでございますので、

さまざまな事業を持ち込みながら、やっぱり、

点をきちんとフォローしながら、それはエリア

でゾーンとして考えていく、面として考えてい

くという、そのような一つの流れをつくってい

きたいというふうに考えております。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  きのうは萩野議員の

ほうからも駅舎の問題も、先ほど来答弁があっ

たとおり熱い思いが寄せられておりましたが、

融雪化、ハード事業等もいいわけですけども、

ある市民、または、委員会等々でも議論になっ

たかと思いますが、どうしても、今は車社会に

なっているというようなことで、地権者、法の

壁も、今、市長が述べられたとおりあるという

ことでございますけども、要は市内にいろいろ

買い物に行きたいといっても、車社会の中です

ので、駐車場、きのうも述べられていたようで

すけども、駐車場の問題もいっぱいあります。

ある市民から、町なかの道路を駐車禁止にして

いるのはいかがなものかというような意見もあ

りました。それは、先ほど述べられたとおり、

法の壁があるかと思いますけども、１車線を誰

でも駐車できるようなスペースにしておけば、

もう少し町なかにも誘客っていうんですか、市

民が気軽に立ち寄れる場所がつくれるんじゃな

いかなというようなことを述べられております。 

 どうしてもこういう社会になると、駐車場が

何といっても物を言うわけでございますので、

その点をちょっとこれから考えていく機会があ

ればなとお互いに思っているところでもありま

す。 

 ３つ目に入りますが、地域コミュニティーの

再構築としてきのうも述べられておりますけれ

ども、平成28年度に施行した地域一括交付金を

３地区に広げるということでございますが、き

のうは既に今やっている上郷と、それに加えて

松崎、小友地区の一括交付金を広げるというこ

とで理解してよろしいか、その辺をまず最初に

伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この地域づくりという
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中で、一括交付金の話をきのう浅沼幸雄議員の

一般質問の中でも、それぞれ考え方を述べさせ

ていただきました。 

 そういった中で、この上郷、そして松崎、小

友といったところをまちづくり計画の一つの先

行地域として、そして今月中にそのまちづくり

計画ができると。それを一つベースにしながら、

参考事例にしながら、それぞれの11地区の地区

センターにもまちづくり計画を住民参加のもと

につくるという部分の中に、一つの流れができ

たわけであります。 

 そうなってくると、やはりそれをただいろい

ろ参加していただきながら計画を立てるわけで

ありますから、この計画をそれぞれの地域の責

任でまたやってもらう、進めてもらう、実行し

てもらうという部分におきましては、やっぱり

この一括交付金のようなものを、きちんとやっ

ぱり制度として、明確に位置づける一つのタイ

ミングに持ち込まなければならないんじゃない

のかなというふうに思っておりますので、この

３地区につきましては、それぞれ３月中に開催

されますこの委員会でありますね、その中で議

論されるというふうに、みんなで築くふるさと

遠野推進事業の審査会といったものが位置づけ

られております。 

 その中で、３地区をどこにするかという方向

で、いろんな議論が交わされ、決定されるかと

いうふうに思っておりますので、その審査会の

推移を見ながら、まず議論の経過を見ながら、

さらにこれを全地区に広げるような、きちんと

したシナリオとプログラムを持ち合わせたいと

いうふうに考えているところでございますので、

よろしくお願いを申し上げたいと思っておりま

す。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  まちづくり計画、地

域の責任でそれこそ自治で進めていくというこ

とで、12月の一般質問でも若干触れましたが、

ワークショップによるまちづくり計画、非常に

ワークショップの中で話されていることは、若

い人からそれこそお年寄りまで、ユニークな話

題が出て、それこそ非常にすばらしいものがあ

ったなと私なりに思っているところでございま

す。 

 特に、地元のワークショップなんかを例に挙

げますと、やはり私の地域はちょっと中心部か

ら離れた山奥に位置するわけですので、どうし

ても飲み場所がないというふうなことで、居酒

屋をつくったらいかがというようなことで、

ワークショップで話されたというようなことを

聞いております。 

 そのような形で、いろいろ特に若い方々は熱

心に参加されているようでございますけども、

このような計画を、まちづくり計画を11地区に

広げていただければなというふうに思っている

わけでございますけれども、今答えが出てしま

ったかもしれませんけども、地域住民自治を広

げる立場で、全地区に広げるということを話さ

れましたけども、その辺の計画というのは29年

度でやられるものなのか、30年以降やられるも

のなのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この11地区に地区セン

ターを置き、小さな拠点をネットワークにとい

う部分の中で、それぞれの地区センターがまた

新たなスタートを切ったと、第２ステージに入

ったという中で、28年度かすかな手応えも感じ、

その中でただいま御質問の中にも触れられてお

りますとおり、多くの地域住民の方々が参加し

ながら、我が地域をどうしようかという議論が

活発に交わされてある。 

 この流れをさらに加速させる方向のきちんと

したシナリオを持って、やっぱり３年、５年、

あるいは10年という中で地域コミュニティーを

しっかりと守るという仕組みの中に持ち込むと

いう部分で、特に若い方々が我が地域をどうす

るかという中で、活発な動きを示していること

につきましては、私はひそかにというよりも、

本当にこれだと、この動きをどのように本格的

な流れに持ち込むのかとなれば、じゃあ行政が
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果たす役割は何なんだろうということをきちん

と、やっぱりやりくりをしながらという部分で、

一定の応援をそこにきちんと仕組みとして、き

ちんと制度として整えるということも、我々の

一つの役目でもあり、また果たさなければなら

ない一つの義務ではないのかなということを考

えておりますから、ぜひさまざまな形での、こ

の地域の地域づくりのまちづくり計画の部分に

つきまして、さまざまな経験、ノウハウの中か

ら御指導をしていただきますように、私からも

お願いをいたしまして、答弁とさせていただき

ます。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  私も期待をしている

ところでございます。 

 第１の質問であります平成29年度遠野市一般

会計予算の特徴について、最後の質問になるわ

けでございますけども、第２次遠野市総合計画

から特徴的事業をどのように捉えているかとい

うことで、５つの大綱別によりますと、主要な

施策が示されておりますけども、特に平成29年

度の新規事業として、広域連携の推進が述べら

れております。 

 きのうも一般質問の中で出ておりますが、連

携先が花巻市と明記されておりますが、その理

由を伺いながら、花巻市との連携では、インバ

ウンドの対策、スポーツツーリズムの推進が掲

げられております。その理由と具体的な内容と

求める成果について、ちょっと伺って１つ目の

質問とさせていただきます。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この広域連携というこ

の切り口は、ますます重要になり、また必要に

なってこようかというふうに思っておりまして、

なぜ花巻とという中における一つの理由を、ひ

とつ示してほしいということでありました。 

 １つは、この県のほうでも県南広域を中心に

いたしまして、この広域的な連携推進事業を展

開したいという中で、さまざまな手だてを講じ

ておりまして、29年度から補助制度を創設する

という中で、補助率が３分の２、１市当たり上

限約750万という予算を計上しております。 

 中でも、この花巻市という中における取り組

みといたしましては、医療やごみ処理、中部病

院があります。ごみ処理も広域でやっておりま

す。さらには、観光といった部分の切り口も非

常に大事でありますし、通勤、通学の面でも花

巻との部分の中におけるいろんな一つの連携が

図られていると。 

 そしてまた、この新渡戸稲造、伊能嘉矩とい

う一つの宮沢賢治といった部分を考えれば、花

巻との連携という部分もそのあたり観光という

分にしても、すごく大事である。 

 それから、今度の予算の中で、計上させてい

ただいておりますけれども、国道283号線、釜

石線沿線、このＳＬ銀河といったような一つの

プロジェクトも花巻と遠野間の中できちんと組

まれてるわけでありますので、この松くい虫対

策なども、花巻との連携の中で、この計画的な

対策を講じて、いい景観を守ろうと。ＳＬ銀河、

めがね橋、さらには柏木平レイクリゾートとい

ったものはつながっているわけでございますか

ら、そのような中における景観の面でも、花巻

との連携を図っていこうと。 

 それから、スポーツツーリズム推進室を昨年

の11月に立ち上げました。その部分におきまし

ても、この花巻市との連携の中で、スポーツ施

設やら宿泊施設のその周辺施設との一体的なＰ

Ｒも、花巻と行っていくという部分がやっぱり

大事ではないのかなというように思っておりま

す。 

 岩手県で唯一の花巻空港があります。新幹線

の花巻駅があります。さらには、釜石自動車道

花巻から釜石までの高速道路も、全通になるこ

とが見えてきております。さらには、高速道路

もインターが３つあるのは花巻市であるわけで

ございますから、その高速ネットワークをどの

ように利活用するかという部分におきましても、

花巻との連携が非常に重要じゃないのかなと捉

えておりまして、なお、これは昨日でありまし
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たけども、花巻市のほうに台湾の要人の方が来

ているということで、県のほうからお話があり

まして、本会議が終わった後、急遽花巻のほう

に参りまして、その花巻市と遠野市と県の関係

者と、台湾のその参られました要人の方とさま

ざま意見懇談会が夕べあった中に、私も参加い

たしまして、それぞれどうあるべきかという中

でいろいろさまざまな意見をその方々と聞いて

まいりました。 

 その中で、県もどのようにその部分の中に

コーディネートするのかということも、きちん

と自覚をっていうか、話しておりましたので、

そういったことを踏まえれば、やはり一つのコ

アがこの中にきちんとできて、いろんな意味に

おける高速ネットワークのコスト効果といった

ものも、その中で見出すことができるんじゃな

いのかなと。また、見出さなければならないん

じゃないのかなというように思っているところ

でございますので、その点で花巻市との連携を

さらに強めてまいりたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  いろいろ花巻市との

連携の理由に関しましてお話がありました。イ

ンバウンド対策、台湾の方々、スポーツツーリ

ズム、あとはＳＬ銀河等々の景観等々もありま

した。さらに進めていただければなと思ってお

ります。 

 ２項目めの地域おこし協力隊による事業推進

に入らせていただきます。 

 遠野ローカルベンチャー事業の展開の中で、

地域おこし協力隊の採用により移住・定住や六

次産業化など、各種の事業を推進しているとこ

ろでありますが、地域おこし協力隊の具体的な

活動について伺ってまいりたいと思います。 

 最初に、地域おこし協力隊、現在９名と伺っ

ておりますが、これまでの活動内容と現在まで

の進捗状況はどのようになっているものなのか

を、まず伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  地域おこし協力隊のこ

の取り組み状況について、進捗状況はというこ

とで御質問の中にありましたとおり、昨年の９

月１日に、９人の隊員を委嘱いたしまして、ス

タートしているということであります。 

 その中で、ホップやあるいはどぶろくなど発

酵といったような切り口の中、さらにはいろん

な地域づくり、あるいはいろんなノウハウを持

ちながらさまざまな企業との連携といった中で、

大変幅広い方々といろんな連携をしながら、地

域おこし協力隊の方々の専門性を、この専門的

な技術をどのように連携を図っていったらいい

のかということで、盛んに活動しております。 

 ３年以内に起業、起業ということは、起こす

業でございますね。起業、もしくは自立すると

いう一つの制度でありますから、その中で市と

いたしましても、協力隊の皆様の一つの自発的

な、自立的な主体的な活動を見守り、側面から

さまざま支援をしてまいりたいというふうに考

えているところであります。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  ３年以内の起業とい

うことで、支援をこれからもやっていくという

ことでございました。 

 地域おこし協力隊が活動する地域では、その

地域との連携が私は大事だというふうに思って

おります。地域おこし協力隊、さまざまラジオ

とかテレビで報道されておりますけども、私は

この前たまたま運転しながら、ＮＨＫラジオの

番組を聞いておりましたが、奈良県の黒滝村と、

私もちょっと皆聞き慣れない村でしたが、そこ

の地域おこし協力隊のことがラジオで放送され

ておりました。 

 聞いた方もあるかと思いますが、奈良県の黒

滝村、奈良県の中部に位置して、その位置から

奈良県のへそをキャッチフレーズにしている村

で、面積が47.7平方キロメートルということで、

人口が632人ということで、非常に小さな村だ

ということで、村の木は杉ということで、実に
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村の95％は森林でありまして、豊富な木を生か

して村づくりをしているというところのようで

ございます。 

 その中で、林業の仕事を求めて移住してきた

人、木材加工商品の制作者、またはそれに憧れ

て地域おこし協力隊として東京からやってきた

人が、黒滝村に「道の駅吉野路黒滝」という道

の駅があるそうですが、そこから中継でインタ

ビューがありました。 

 その中では、地元の温かい住民に触れながら、

林業に取り組む様子が放送されておりましたが、

このように地域住民やそれこそ地域の自治会と

の接点、交流というのは非常に大切なものだと

思っていますが、その点現在どのようになって

いるのか、また今後どのようにしたいのか、ち

ょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  地元とどのようなかか

わりの中でいるのかという部分で、奈良県の一

つの事例なども細かく御紹介がありました。や

っぱりいろんな地域おこし協力隊の方々の成功

事例を、さまざまな情報を見てみますと、やは

り地域の方々ときちんと連携を図ったという中

で、それが成功事例に持ち込まれるという事例

が多いようでございますから、それをしっかり

と踏まえて、そのような地域おこしというより

も、地域の中でこだわりを持っているさまざま

な地元の関係者との連携と、いうところのコミ

ュニケーションを十分図りながら、であれば遠

野市どうすればいいだろうかということを、先

ほどの答弁の中で申し上げましたとおり、地域

おこし協力隊の方々のこの専門的な一つの技術

と、もう一方におけるこのネットワークといっ

たようなものをうまく活用して、遠野の地域の

産業の活性化につながる事例が、１つ、２つと

生まれてくれれば本当にいいなというふうに願

っているところでもありますし、また望んでい

るとこでございますので、そのような認識をも

って答弁といたします。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  こういう協力隊員活

動に関しましては、地域、自治会、各組織団体

の協力が不可欠じゃないのかなと私なりに思い

ます。今述べられたとおり、活動をともにコミ

ュニケーションをとりながらもっていくのがい

いのではないのかなと思っております。 

 人口減少の中で、当然ながら地域が活気づき、

地域に人を呼び寄せることが大事だと思ってお

ります。平成29年度事業計画では、地域おこし

協力隊の隊員も増員を考えているところもある

ようでございますけども、この事業の趣旨であ

る増員を考えながら、事業の趣旨で協力隊員の

遠野市への定住ということも、さらなる推進も

必要ではないのかなと思っておりますが、その

辺をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまお話ありまし

たとおり、１つでも２つでも成功事例につなが

り、定住という方向に持っていくという部分が、

やっぱりこの制度に取り組んだ一つの結果とし

て、我々も見出さなければならないかというよ

うに思っておりまして、今年度の、平成29年度

の予算に新たに５名の協力隊員を増員するとい

う方向で予算化をさせていただいておりまして、

その５名の方々も、この４月１日からは予算が

もちろん通ればでございますけども、４月１日

からは新たにこの９名の方に加えて、５人ふえ

るということになりますので、ただいまいろい

ろ交わしてまいりました地元との一つの連携、

ネットワークの構築、コミュニケーション、そ

してまた地元とどのような連携を図るかという

ことに、さらに十分なる意を用いて、この方々

のマンパワーを利活用し、遠野の活性化につな

げるように取り組んでまいりたいというふうに

考えているところであります。 

○議長（新田勝見君）  ８番菊池巳喜男君。 

   〔８番菊池巳喜男君登壇〕 

○８番（菊池巳喜男君）  これで私の一般質問

を終わらせていただきますが、最後にきのう、
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そしてけさ早朝からいろいろ市内では火災が相

次いでおりました。本当に不幸ながら不明にな

られている方もあると伺っております。火災に

遭われた方々にお見舞いを申し上げる次第でご

ざいます。 

 そして、市民の防災活動に日々携わっている

消防団の皆さん、そして消防署の方々、安心・

安全の遂行に対しまして敬意をあらわしたいと

思います。 

 その中で、昨年12月に私はアマチュア無線ク

ラブと遠野市の防災の通信協定などを述べさせ

ていただきましたが、今度の３月18日に防災の

集いで、防災協定を締結するという運びになっ

たというニュースが、同僚の照井議員から聞い

ております。 

 締結にかかわった方々に感謝を申し上げます

とともに、今後の活躍に御祈念を申し上げなが

ら、私の一般質問とさせていただきます。 

○議長（新田勝見君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時03分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（新田勝見君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。14番細川幸男

君。 

   〔14番細川幸男君登壇〕 

○14番（細川幸男君）  通告に従い、一般質問

を行います。 

 日本の経済発展は、70年前以上の第２次世界

大戦敗戦以下の日本の義務教育が海外から高く

評価されております。 

 しかし、私の思いとすれば、昔々の神代の時

代からの日本人の心と歴史文化の積み重ねが要

因と思っております。 

 遠野市の児童生徒の学力向上と学習対策の現

状の取り組みについて、平成28年度とする第２

期遠野市教育基本計画では、ふるさと文化を生

かし、夢と誇りを育むまちづくりを基本理念と

掲げ、遠野のふるさと教育を通して知・徳・体

のバランスのとれた人材育成を目指すとされて

おります。 

 そこで、人材育成の基幹ともいえる学校教育

について、教育長にお尋ねします。市内の児童

学生の学力については、毎年さまざまな調査が

行われると思っています。遠野市のでは、小中

学校が連携した義務教育９年間を通した学力向

上に取り組んでおりますが、子どもたちの学力

の現状はどのような状況になっているかお尋ね

し、さらに調査活動をする中で、新たな課題が

浮上したときなどは、どのような手法を考えて

いるかお尋ねします。 

 簡単ですが、第１点目の質問を終わります。 

○議長（新田勝見君）  中浜教育長。 

   〔教育長中浜艶子君登壇〕 

○教育長（中浜艶子君）  学力向上は、遠野の

教育の最重要課題というふうに捉えております。

きのうは、浅沼議員に生きる力にかかわって遠

野市で取り組んでいる遠野方式とも言える学力

向上の取り組みについてお話をいたしました。

きょうは、その子どもたちの学力の現状につい

てということですので、お話をしたいと思いま

す。 

 義務教育９カ年を見通した学力向上の取り組

みは、ことしで４年目を迎えております。年々

教職員の授業改善の意識が高まってきているこ

とが、各種調査からも確認でき、手応えを感じ

ているところです。 

 特に、きのうお話ししました授業のポイント

３点について、子どもたちの意識は大きく変わ

ってきております。 

 調査によりますと、狙いが示されている、授

業の最後に振り返る活動をしている、この２点

については、小中学校ともに全国平均、県平均

を大きく上回っております。そして、話し合い

活動の取り組みについても、その平均を上回っ

てきています。このことから、子どもたちの授

業に対する意識が大きく変わり、授業改善も進

んできているということを実感することができ

ます。 

 それから、今年度の岩手県学習定着度状況調
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査では、当市の平均点が県平均を上回る学年、

教科も出てきておりますので、そのことからも

徐々に取り組みの成果があらわれ始めていると

いうふうに捉えています。 

 しかしながら、課題もあります。それは、全

国学力調査、それから岩手県学習状況調査の結

果を見ると、テレビやスマホの使用時間が県、

あるいは全国に比べて長い傾向があります。そ

のことが、家庭学習の取り組みにも影響してい

る、そのことを課題として捉えています。 

 それから、積み上げ教科である中学校の数学

と英語にも改善が必要な状況が確認されていま

す。 

 それから、学力の状況は一人ひとり違います

ので、確実に個々の状況についても確認をし、

学校全体の集団の状況にも活用して、改善を図

るということも必要であります。 

 そこで、課題と解決策ということについてお

話をしたいと思います。５つの項目を特に重要

と考えているところです。 

 １つ目は、まず授業改善。きのうも触れまし

たが、授業改善についてお話をします。 

 ３つの視点で授業を進めることは、調査結果、

学力検査の結果に相関関係があるということが

わかりました。狙いを示す、そして話し合い活

動をする。最後に振り返りをする、そのことを

確実に行うことで学力の結果にもあらわれてく

るということであります。そのために、質を高

めていきたいというふうに考えています。 

 具体的には、狙いを示すときには子どもたち

がやる気を起こすような課題にしよう。話し合

い活動も、先生が主導するのではなくって、子

どもたちがどうしたら主体的にそこの話し合い

活動を進めることができるか、その方策につい

ても考えていこう。振り返り活動も、家庭学習

につなげるような振り返り活動をしよう。そう

いう視点で授業改善をしていきたいと思ってい

ます。 

 それぞれの中学校区ごとに、先日１年間の活

動を振り返り、次どういう視点で取り組んでい

くかということについても確認をしております。

４月１日、新しい職員を迎えたときに、すぐス

タートできるような体制を今整えているところ

です。 

 それから、２つ目は家庭学習の充実、これも

大きな課題となっています。家庭学習の時間と

学力の結果には、これは確実に相関関係があり

ます。家庭学習をきちっとやっているところは、

学力も高いということが言えます。 

 そこで、今学校では、この家庭学習の取り組

みに一生懸命取り組んでいるところです。メデ

ィアをスマートフォンとか、それから携帯を見

る時間が長い、それからテレビを見る時間が長

いっていうことに対して、各学校ではノーメデ

ィアデーを設定して取り組みをしています。 

 それから、学習をしてるときに何とそばに携

帯電話を見ているという実態もあるので、勉強

するときはそばに携帯電話を置かないという取

り組みをしている学校もあります。 

 それから、中学校区ごとに家庭学習教科週間

を設けて、小中学校ともにその週間は家庭学習

に徹底して取り組むということを進めていると

ころもあります。 

 それから、家庭学習の仕方がわからないなと

いう子どもたちのためには、よい家庭学習のお

手本となるようなノートを示して、展示して見

てもらったり、あるいは、授業参観のときにそ

れを示して、お家の方にも見てもらうというよ

うな取り組みをしているところもあります。 

 さらには、時間ばっかりやっているけれど、

中身が伴っていないなということを言う課題に

取り組んでいる学校もあります。それぞれの学

校がそれぞれの中学校区では課題を把握して、

その学校ごと、地区ごとの取り組みを進めてい

るところです。 

 これは、学校だけではできませんので、家庭

とも状況については周知を図りながら、学校通

信、それから学級通信等でいろいろ連携を図り

ながら、何とか家庭学習の充実を図ろうという

ことで、重点的に取り組んでいるところです。 

 それから、放課後子ども教室、これは社会教

育のほうで進めている取り組みですが、この放
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課後子ども教室、子どもたちが放課後その地区

センターであるとか、学校の空き教室に集まっ

て、そして地域の方が学習を教えてくださると

いう取り組みなんですが、その放課後子ども教

室についても、参加する子どもたちがふえてき

ている状況にあります。 

 さらには、児童館での取り組みも今進んでき

ているところです。「ただいま」って児童館に

行ったら、まず15分なり30分なり勉強をする、

あるいは児童館によっては、最初の時間帯では

なくて、帰る時間帯というか、４時ごろから子

どもたちが勉強する時間を確保する、そういう

ふうなことを今進めているところです。いずれ

家庭だけではなくて、社会教育、あるいは児童

館も交えた形で、子どもたちの家庭学習の取り

組みを充実させていく習慣化を図る、そういう

ふうな取り組みを進めています。 

 それから、３つ目、各種調査を見てみると、

平均点としては大体の姿が見えるんですが、

個々の学校によってまた課題も違ってきます。

その課題に対する取り組みも、これも充実させ

ていきたいと考えているところです。 

 例えば、テストをやってみたら、何と無答の、

──無答っていうのは何も書いていない、そう

いう無答が多い、そこを課題とした学校では、

それでは普段のこの読み取りの力をつけていか

なくちゃいけないということで、その読み取り

の時間を取り立てて取り組んでいるところもあ

ります。 

 それから、文章の読み取りがどうも不足して

いるなということを課題に上げる学校では、毎

週火曜日、親子で黙読、親子で読書に取り組む

時間を設けようということで、取り組んでいる

学校もあります。 

 それから、調査の結果から、子どもたちがど

うもこの単元は苦手だな、習熟が悪いなってい

うことがわかったところでは、もうあらかじめ

授業で少人数指導に取り組んでいく、そういう

ところもあります。 

 いずれ担任だけではなくって、校長先生、副

校長先生、それから教務の先生、いろいろな形

でかかわって、もう学校全体として学力向上に

取り組んでいるという状況にあります。 

 そして、４つ目の課題というふうに思ってい

るのが、やはり数学の学力の向上です。昨年、

数学の学習支援員を各中学校に配置いたしまし

た。その効果が確認されたところでもあります。

授業の支援だけではなくって、放課後のその家

庭学習についても見てあげる、そういう取り組

みをしているところもあります。さまざまな部

分で支援員の活用を図って、子どもたちに還元

しているという状況もありますので、何として

も来年度も継続した配置をお願いしたいところ

です。 

 そして、５つ目、課題となるのが英語力の向

上であります。これについては、先ほど市長か

らもお話ありました。きのうもお話ししたとこ

ろであります。何とかして子どもたちに中学３

年卒業する時点では、英検の３級の力を子ども

たちにつけさせて卒業させたいと願っていると

ころです。 

 ただ、これも英語検定を目的とする、それも

１つであります。子どもたちが目標を持って、

３年生になったら英検３級合格するぞって目標

を持って取り組みをする、それも一つの大きな

目的でありますが、それをするためには、やは

り毎日、毎日の授業改善も必要です。その授業

改善に取り組んでいく、それにも結びつけてい

きたいなと考えているところです。 

 今、現状とそれから課題、それから取り組ん

でいく内容についてお話をいたしました。こう

した取り組みを通して、児童生徒一人ひとりに

何としても確実な学力を身につけ、そして一人

ひとりの学力を保障していきたいと、そう思っ

ているところです。 

○議長（新田勝見君）  14番細川幸男君。 

   〔14番細川幸男君登壇〕 

○14番（細川幸男君）  再質問を行います。 

 大変御丁重な御答弁ありがとうございました。

先ほどの答弁は、大変感銘しております。そう

言いながら再質問するのは、心苦しいのでござ

いますが、教育長にはさらなる功績を高めてい
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ただき、遠野市の全体の教育レベルを上げてい

ただきたいと思うからでございます。 

 まさに、教育は人づくり、国づくり、教育に

勝る宝はないと思っております。視野の広い人

材育成には、中学校の修学旅行などは海外に変

えて、じかに英語とか現地語などで会話をさせ

て、自信を持たせて教育改革をしていただきた

いと思います。 

 ますます今後も教育長のお力で、児童学生が

学習意欲が倍になりますように、私は御期待し

ております。どうぞ幅広い、視野の広いグロー

バル遠野人の育成のために、教育長に未来を見

据え、英知を出し、英断による貢献をしていた

だきたいと思います。 

 これで終わります。 

○議長（新田勝見君）  ２回目の質問、再質問

を行ってください。 

○14番（細川幸男君）  と思います。お考えの

ほどをお尋ね申します。 

○議長（新田勝見君）  中浜教育長。 

   〔教育長中浜艶子君登壇〕 

○教育長（中浜艶子君）  今エールを送ってい

ただきました。大変うれしく思います。 

 今、その教育の部分で、今すごく先日のチャ

タヌーガに行った子どもたちの話を聞く機会が

ありました。報告を聞く機会がありました。今、

インターネットを開けば、すぐ欲しい情報は手

に入ります。必要な情報も手に入ってきます。

でも、いかにこの経験をすることが大事か、人

をいかに成長させるかっていうことを、報告会

を通じて感じることができました。 

 実際に行って自分の目で見て、自分の目で感

じ、そうすることが子どもたちの成長に、とて

もたくましく成長することにつながるのだって

いうことを感じたところです。 

 これからの教育、やはりその目先のことだけ

ではなくって、そのグローバル化ということに

もかかわっていく必要があるなっていうことを、

強く感じているところです。 

 そのグローバル化にかかわっては、英語教育

でもいろいろ取り組みを進めていきますが、い

ろんな外を知る機会もつくっていくことが、す

ごくこれからの教育大事にしていくことだとい

うふうに思っています。 

 外国の人たちと混じって、ちゅうちょせずに

意見を述べたり、いろんな人たちと交流してい

く、そのことを通して外国を知るだけではなく

って、自国の、あるいは遠野の文化についても

認識を新たにし、遠野のよさについても知るこ

とにつながるというふうに思います。それが遠

野の目指す、世界に羽ばたく人材の育成につな

がってくるものと思っています。 

 そして、やがてそういう人材が永遠の日本の

ふるさと遠野を創造して、新たな次代の担い手

になることを期待しています。 

○議長（新田勝見君）  次に進みます。５番多

田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  躍進とおの会派所属の多

田勉でございます。通告に従って、一問一答形

式で一般質問を行います。 

 なお、具体的な詳細については、今後招集さ

れる予算等審査特別委員会で同僚議員からもた

くさんの質問が交わされるものというふうに思

いますので、私は今回の私の質問では、以前に

市長が答弁したことなどについて、どのような

経過をたどっているかについて、確認の意味を

含め、さらには市民にこの場から伝えられるよ

うに、そういう観点から質問を行ってまいりま

す。 

 まず、大項目第１点目でございますが、遠野

市の一次産業の推移についてであります。 

 間もなく、春の訪れとともに、農作業が始ま

ります。ことしも農産物が市場へと出荷される

ことになりますけれども、何とか遠野の農産物

が高い値段で取り引きされ、農家の所得の向上

につながるように願ってやみません。 

 それでは、最初に遠野市が目指す一次産業と

はということであります。 

 第２次遠野市農林水産振興ビジョン、通称タ

フ・ビジョンについて伺います。 

 本計画は、平成28年３月に策定され、その期
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間は平成28年から平成32年度までの５カ年であ

ります。既に１年が経過いたします。この今回

の第２次遠野市農林水産振興ビジョンは、これ

までの第１次振興ビジョンを総括あるいは検証

されて、そのことを踏まえた新たな計画につな

がったものというふうに理解をいたしますが、

どのような総括の結果になったものか、タフ・

ビジョン２の中において、遠野市の一次産業は

どのようにあるべきと判断されたのか。そして、

本計画期間内における取り組み体制と本計画の

最終的な狙いについて、市長のお考えをお伺い

いたします。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  多田勉議員の一般質問

にお答えいたします。 

 一問一答方式という中における質問でござい

ますので、順次お答えを申し上げておきます。 

 ただいまの御質問にもありましたとおり、遠

野市の一次産業、平成28年３月に策定いたしま

した第２次遠野市農林水産振興ビジョン、通称

タフ・ビジョン２といった中で、これは遠野市

のこの総合計画を上位計画とする、いうところ

の部門別計画とし、農業、畜産及び林業といっ

たような部門をきちんとプログラムとして組み

立てた計画であります。 

 もちろん、この計画はこれまでもさまざま、

いうところの猫の目農政と言われる国の政策等

にも振り回されたという部分も、背景にはある

わけでありますけども、それはそれとして、や

っぱり自然を相手にしている、あるいは気候条

件を相手にするというこの農林水産振興という

か、そのような部門でありますので、そのよう

な中における１つの物を、できるだけ客観的な

資料の中で分析し、遠野市の農林畜産振興業と

いったものを、きちんと一つの目指すべき方向

として打ち出せたということになるわけであり

ます。 

 このビジョンとして、７つの姿をひとつ展望

しながら、継承しながら遠野の農林水産業を活

性化していこうという、そういう体系になって

ます。 

 策定に当たりましては、この全計画の188項

目のそれぞれの個別政策の達成状況を検証をい

たしました。「達成」及び「おおむね達成」の

項目が124項目、80％という数字になっており

まして、それぞれこの達成が困難であったこと、

あるいは未実施だということを含める項目が31

項目、20％という状況になったということを踏

まえてのタフ・ビジョン２という一つの計画に

持ち込んだということであります。 

 そういった中におきまして、この間の生産額

等について見ますと、ちょっと数字を申し上げ

ますと、平成23年が60億円、平成24年度が67億

円、平成26年度は約72億円、平成26年度の米価

下落といったものが大きく影響いたしまして、

この平成26年は67億円という、そのような数字

になったわけです。25年度が72億円、平成26年

度が米価の下落という中で67億円という数字に

なったということであります。 

 また一方、この27年度の中で見ますと、この

子牛価格の高騰というものが続いておりまして、

畜産部門が44億円というこの生産額の合計額44

億円となりまして、合計が75億円になったとい

うことでありますので、平成27年度の目標が87

億円に達しないものの、結果といたしましては

農業生産額そのものは、増加を見ることができ

たという、そのような数字として捉えているわ

けであります。 

 ７つの目標という中で、それぞれこのタフ・

ビジョン２の中から、遠野の目指すべき農林、

水産、林業、畜産、そこの一次産業、これにつ

きまして、先ほど御質問の中にありましたとお

り、この計画期間内におきましては行政だけで

はない。まさに関係者として県、あるいはＪＡ、

あるいはさらに一番大事だと思っていますけど、

生産者の方々と一体となったこの総合力でもっ

て、この農業振興を行う必要があるのではない

かというように、改めて考えているところであ

ります。 

 若干、数字を申し上げましたけども、これは

私は基本的にはこの数字を見ますと、遠野はそ
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れなりに頑張っているのかなというような、そ

のような数字で捉えることができるのじゃない

のかなというように捉えておりますけれども、

その辺は多田議員等どのような認識としてある

かということにつきましては、それぞれ捉え方

があろうかと思ってますけど、私自身はそのと

おり頑張ってるほうじゃないのかなという捉え

方をしてるっていうことを申し添えて、答弁と

いたします。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  ただいまの答弁を伺いま

した。その中で、個々の農家の経営実態を詳細

に把握した中での、いわゆる営農指導なり支援

が、私は大切であるというふうに思っておりま

す。 

 先ほどの市長の答弁であれば、遠野市全体と

してのさまざまな耕畜の部分でのトータル的な

方針というか、そういう検証になったかという

ふうに思いますけれども、私の気になるところ

は、個々の農家の経営改善なりが、そういった

ものが図られながら向上していくということが

私は大事であって、その辺のいわゆる集積の仕

方がちょっと理解できないなというところも若

干あるわけでありまして、そういった個々の農

家の経営改善というものが向上されない限り、

図られないというふうなことになれば、いわゆ

る将来懸念されておりました離農が増加するの

ではという、そういった懸念の中で、新規就農

者は農業に対するその魅力をどこかに求めなが

ら、参入されてるんだろうなというふうに私は

理解するわけであります。 

 そういった中で、先ほどの市長の農業生産額

そのものは、増加を見ることができたという御

答弁でありましたけれども、先ほど私が申し上

げました積み重ねた数字の中には、個人の農家

の、個々の農家の数字のみじゃなくて、大きな

その企業的な経営の生産も入っているというふ

うに私は理解しているんです。 

 私は、そういったところじゃなくて、目を向

けてこれから支えていかなければならないとい

うようなところが、いわゆるいろんな苦労なさ

っている個々の農家の経営が第一だと、私はそ

れを支えているんだなというふうに、私は常に

思っている一人でありまして、そういったこと

が遠野市の農業が今後継続されていくためには、

今言ったような個々の農家の生産が向上し、そ

して収入が伸びていくなと、それが大事であっ

て、そのことに主として力を注いでいかなけれ

ば、私はだめだろうなというふうに思うわけで

す。そのことについて、市長はどのようにお考

えなのかをお伺いいたします。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ２問目という中で、先

ほど農業生産額、数字を申し上げました。さら

には、この農林振興ビジョン、タフ・ビジョン

２の中で目指すべき一つの方向性として、７つ

の姿をそれぞれ目指すっていう中で、計画期間

の中でそれぞれ行政、ＪＡ、あるいは県、さら

には生産者一体となって、その目指すべき方向

に取り組むんだっていう部分で、その農業生産

額等の数字も申し上げて、その申し上げた中に、

頑張っているほうではないだろうかというよう

な認識も申し上げたわけであります。 

 ただいまの２つ目の質問の中におきましては、

それはそれとして、農家個々の経営体の強化と

所得の向上といったことを、もっときめ細かく

フォローすべきではないだろうかという骨子の

質問と承ったわけであります。全くそのとおり

だというように思っております。 

 それぞれさまざまな、これは言葉としてパフ

ォーマンスという言葉は使いたくはないわけで

ありますけども、農業振興という中で、いろん

な形でのイベント等もさまざま行いながら、元

気出そうという話の中で取り組んでいるわけで

ありますけども、もっと愚直の中に農家個々人

のその経営体、あるいはその構成員と申します

か、どのような年代で夫婦なのか、あるいは親

子なのか、あるいは一つの地域なのかというよ

うなことももっと考えながら、そして適時適作

という部分の中における一つの取り組みの中で、
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何が一番適しているのか、であれば、そこにど

のような形でそれを対応するのかっていうよう

な、そのきめ細かい、それこそピンポイントと

いう中における農家支援というものは、やっぱ

り必要ではないだろうかということを常に思っ

ているわけであります。 

 つまり、人という部分、あるいはこの経営と

いう部分、さらにはそれに伴う生産という一つ

のくくりの中に、多様な農業生産者の皆様への

支援体制、あるいは高収益農家への拡大に持っ

ていく、さらには、品目ごとに生産振興という

一つの視点におきまして、それぞれ取り組むと

いうこのフォローが大事ではないだろうかと。 

 もともと、アストという組織を立ち上げまし

た。もう10年以上の歩みを踏まえているわけで

ありますけれども、農家支援室という一つのこ

の組織を、やはり改めて原点に返りながら、農

家支援という部分の中における、その農家支援

も農家ごとに皆それぞれが形態を異にするわけ

でありますから、やはりかなりきめ細かいフォ

ローをしていかなきゃならない。 

 じゃあ、１人の市役所の対応だけでできない。

やっぱりＪＡなり、あるいは県の農業改良普及

所の皆様の専門的な知識なりといったようなも

のも踏まえながら、やっぱり縦糸、横糸の中で

農家の皆様への個々のケースにきちんと合った

指導と、またともに取り組むというこの姿勢の

積み上げが、最終的には先ほど１問目の質問で

申し上げましたとおり、農業生産額の向上につ

ながっていく、所得の向上につながっていくと。 

 したがって、やはり現場に入ると、さらには

この泥臭くと申しますか、そのような一つのこ

の取り組みが、やっぱりきちんと対応できるよ

うな、そのような一つの環境をつくることが、

タフ・ビジョン２の７つの目標を形にすること

につながるのじゃないのかなというように承知

いたしております。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  ぜひ先ほど少し触れまし

たが、新庁舎完成後における市当局の組織の再

編、見直し、そういったものに十分にその辺を

取り入れながら、農家の期待に沿えるような姿

に持っていっていただきたいということを申し

上げておきたいと思います。 

 それから、次に入りますが、農業政策が御案

内のとおり改正されることになります。今回の

そのビジョンの計画の目標達成に向けての今後

の振興に対して、どのように臨んでいくのかと

いうことについてであります。 

 政府が今後進めようとしている農業政策は、

今までたどってきた農業経営の積み重ねが大き

く変わると受けとめております。このことは、

今まで組織化して地域の農業を支えてきた法人

等の計画的財政運営を脅かすことがないか、そ

ういったところが懸念されるわけであります。 

 また、先ほど来私が申し上げておりました小

規模農家にとっても、経営の収支に一層の危機

感を抱き、経営を断念する農家が出るのではな

いかというふうな危惧もされるところでありま

す。 

 遠野市の農業が揺るぎなく未来にわたって継

続できていく取り組みが重要と私は考えており

ますが、市としてどのような施策を基本として、

農家、市民に向き合った綿密な農家支援を図っ

ていくのか、市長にお伺いをいたします。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ３問目の質問といたし

まして、この農業政策がさまざま改正されると

いう動きの中で、いろんな国の動きがあるわけ

であります。国の動きのほかに、ＴＰＰ問題の

批准問題など、アメリカが離脱するというよう

な一つの手には、国際協調の中における大きな

動きも、その中の背景にあると。 

 いくら地方の小さな自治体だといっても、そ

のような国際政治の中における動きの中にも、

振り回されるというそのような状況にも置かれ

ているということは、我々はきちんとある意味

では冷静に受けとめなければならないかという

ように考えているところであります。 

 国では、平成28年の６月に閣議決定した日本
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再興戦略というものの中におきまして、農業改

革を取り上げ、議員御案内のとおりだというよ

うに思っておりますけれども、農地集積、集約

化を通じた生産規模の拡大を進め、国内外のこ

のさまざまなマーケットにきちんと対応してい

くという、そのような産業としての流れを構築

しようという、そのような流れにあろうという

ことも、私も承知しているところであります。 

 こういった流れを受けまして、農林水産省に

おきましてもプログラムを策定しながら、さま

ざまなこの自由に、何と申しますか農業者が自

由に経営展開できる一つの環境を整備するとい

ったような方向になっているということも、承

知もいたしております。 

 これが、いうところのこういう動きが、農業

改革ということにもなろうかというように思っ

ておりまして、そのような一つの動きの中にお

きまして、これまでの施策の中におきまして、

この国内外というか、農業を国外を含めた市場

原則といったものに委ねるということにもなっ

てしまえば、大変この表現としてはあれでござ

いますけども、この分野にも勝ち組と負け組が

出てくるということにもなりかねないという、

そのような懸念があります。 

 そういった意味におきましては、この議員の

御指摘の御質問となるわけでございますけども、

遠野市におきましては、さらにこの繰り返し申

し上げますけども、生産者、あるいは県、私は

県のこの農業改良普及所という機構につきまし

ては、非常に注目しているわけでありますし、

また関心を持っているわけであります。やっぱ

り専門的な一つの技術指導をできる一つのマン

パワー集団として、県が抱えている組織であり

ますので、この辺をどのようにいうなれば取り

組むのか。 

 それから、今花巻農協なども大規模に花巻農

協としての経営改革に取り組んでいるという状

況にあります。昨年の12月でありましたけども、

構成市町村であります西和賀町、北上市、花巻

市、遠野市、釜石市、大槌町の首長が花巻に集

まりました。 

 そこで、花巻農協の代表理事組合長ほか、花

巻農協の幹部の方々と意見交換の懇談会の場が

設けられました。その中に、花巻農協のほうか

ら打ち出されたのは、もちろん農協とすれば生

産者と密接な連携のもとに対応をすることは当

然であるけども、行政とも密接な連携をとりた

いという熱い要望が花巻農協側の幹部のほうか

ら出されました。 

 そのような中で、やっぱり県、農業改良普及

所のような県のような組織、マンパワー、そこ

に花巻農協のようなＪＡの組織、──ＪＡも今

経営改革というよりも、ＪＡ改革にも大きく取

り組んでおりますから、その部分を含めながら

でありますけども、行政と一体となる中におけ

る一つのこの対応を進める新たな仕組みをその

中に持ち込むということが、必要ではないのか

なというように思っておりますので、いろんな

この組織化ということになろうかというように

思っておりますけども、それを単なる言葉のや

りとりじゃなくして、やっぱり一つの組織に持

っていく。 

 そしたら、やっぱり動いているんだなという

ことで、生産者の方が頼りにしてもらう。頼り

にしてもらうっていうか、頼ってもらうという、

お互い双方向の中における環境を構築するとい

うことが、国の農政改革等にも余り振り回され

ない、しっかりとしたこの生産基盤を構築する

一つの原点として、位置づけることができるん

ではないだろうかと。まず、足元をしっかり固

めようということが、やっぱり私は非常に大事

じゃないかなというように思っております。 

 流れは、いずれ高齢化という部分、あるいは

生産人口の減少、これは人口減少でありますか

ら、生産活動に従事する一つの人口減少といっ

たものが押し寄せているわけでありますけども、

考えてみれば、人口減少といっても生産年齢人

口、一次産業は何歳になっても生産に従事でき

る一つの生産現場なわけでありますから、それ

をある意味においては開き直って、強みに生か

していくという部分も、私はこの一次産業とい

う部分には、きちんと位置づけられるんじゃな
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いのかなと。 

 それから、小規模農家にとりましても、やは

りそれぞれのどのような中でってなれば、経営

といったものは非常に難しくなってくるという

ような状況にあるわけでございますので、複合

経営、さらには集落営農といったようなこの組

織化と、どのようにタッグを組みながら経営転

換なり、集落単位での土地利用といったような

ものを、どのように進めるかということに積極

的に対応するっていうことも、市の立場として

はすごく大事なことではないのかなというよう

に考えているところでございますので、御質問

の趣旨にありましたとおり、振り回されないと。 

 そのためには、きちんとした足元を見つめた

仕組みづくり、あるいはそれぞれ限られたマン

パワーの相互連携といったことが大事ではない

のかなというふうに認識しておりますので、そ

れをもって答弁といたします。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  今度の米政策の改正に当

たっては、いわゆる減反政策についても関係し

てくるわけですが、今振り返れば、この減反政

策が打ち出された際に、政府に対して町を挙げ

て反対を表明した自治体がありました。全国で

もこれが話題となったことを、今回の米政策の

改正に当たって、私の頭の中に思い浮かんでま

いりました。 

 答弁の中に、先ほど市場原理というこれから

の政策に対して、市長のほうから勝ち組、負け

組というような言葉もありましたけれども、そ

ういったことに対して遠野市当局は、市当局と

して農家と必ず勝ち組になるという、そういう

強い意思で市当局は農家を導いていくことが、

我々市当局に課せられた役割じゃないのかなと

いうふうに、私は認識しております。 

 そういった中で、そういった意味で農業政策

の改正に伴って、遠野市として農家との早目の

いろんな意見があると思いますが、そういった

ところでの意思の疎通を形式的と言えば言葉は

悪いかもしれませんが、１回やったということ

じゃなくて、私はこれを幾度も積み重ねながら、

このことに取り組みに切羽詰まるというふうな

ことのないように、私は対応に努めていただい

て、そしてなおかつ農家に負担を与えないよう

な、十分な配慮を期待しておりますが、市長の

もう一回その辺の言葉をいただきたいと思いま

す。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

で、意思疎通を図りながら、それこそ農家の生

産従事してる皆様の一つのやる気と申しますか、

一つの気概をきちんと把握しながら取り組むこ

とが大事ではないだろうかと。いうなれば、意

思疎通という言葉が出ました。非常に大事な一

つの言葉だというふうに受けとめたところであ

ります。 

 ただ、国が制度が改正になった、このような

国際経済情勢だ。国が、県がこのような方針を

出したっていう中で、ただそれを受けて、それ

を伝えるだけではない。やはりそれぞれの個々

の農家の皆様の現状、あるいはそれを取り巻く

一つの市場の事情などもきちんと説明を申し上

げながら、取り組むっていうことが大事じゃな

いのかなというふうに思っているところであり

ます。 

 先ほど勝ち組と負け組という話を申し上げま

したけども、そのような中で勝った、負けたと

いうことではなくて、そうなれば、ただいまの

多田勉議員の御質問を聞きながら、ちょっと私

思ったわけでありますけども、やっぱり適時適

作っていうものが一つある。 

 例えば、耕畜連携っていっても遠野だからで

きる。じゃあ、花巻のほうでそれが耕畜連携と

いう仕組みがつくれるかとなれば、なかなかつ

くれない。水田を単作地帯という中で、大規模

な水田地帯を抱えているということになれば、

中山間地域としての遠野という一つの地域の中

で、耕畜連携という仕組みをしっかりとつくる

という、そのようなものもやっぱりこのいうな

れば勝ち組になるという部分におきましては、
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大事じゃないかなというように思っておりまし

て、そういったためには、一つの考え方を市町

村同士がただ競争するんではない。 

 やっぱりお互い連携を図るというそれぞれの

意識も、また持ち合わせなければならないんじ

ゃないのかなという、そういう合うという産業

政策から、やっぱり一つお互い足らざるものを

補い合いながら、お互いハッピー・ハッピーの

関係をひとつ構築するというのも、この農業政

策なり産業政策にとっては、すごく大事じゃな

いのかなと。 

 きのうでございましたか、物づくり団地とし

て東工業団地を大幅に拡張するというのを29年

度の予算の中にも盛り込ませていただきました。

企業は、国際競走の中におきまして、市町村境

といったことは全く意識しない対応の中で、労

働力の確保といったものをきちんと位置づけて

いるというその状況なわけであります。 

 したがいまして、そのようなことを考えた場

合におきましては、遠野市に一つの団地がある

から、遠野市の問題じゃなくして、周辺を含め

て労働力の一つの安定的な確保と、人口減少に

立ち向かう一つのプロジェクトがそこに生まれ

るということを考えれば、そこで道路なり情報

通信なりが生きてくるということにつながると

いう部分で、そのような広域連携、あるいは水

平連携という仕組みが、この農業政策の中にお

いてもまた求められてきてるんじゃないのかな

ということを思ったとこでございますので、そ

のことの一つの考えを申し上げまして、答弁と

いたします。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  それでは、ちょっと次の

質問に入らせていただきますが、現在の農業振

興は、生産するだけの振興ではないと私は認識

しております。と申しますのは、全国のいろい

ろな産地では、激しい産地間競争に挑みながら、

持続可能な生産活動を確立してきているわけで

あります。市長は、平成25年９月の定例会の質

問において、トップセールスの重要性について

答弁をいたしております。 

 この間、今まで市長はトップセールスにどの

ように取り組んできたのか、そして、今後どの

ようなトップセールスの展開に取り組もうとし

ているのか、市民の先導に立った旗振り役とし

ての立場としてどう応えていくのか、市長の決

意をお伺いいたします。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この遠野の農業を、一

次産業を元気にし、活力のあるものにし、その

中で従事している農家の方々、生産者の方々が

やっぱりやる気を出してもらうという部分につ

きましては、ただいまトップセールスという言

葉で話がありましたけれども、市長という職を

いただいている私の立場も、非常に大事ではな

いのかなというようにも改めて思っているとこ

ろであります。 

 １つの例でありますけども、毎年欠かしたこ

とがない、これまで欠かしたことがない子牛の

初競りには、必ず私も出ております。最初のこ

ろは出る人が首長がいなくて、挨拶の番が回っ

てきたんですけれども、最近は出る首長が多く

なりまして、なかなか私のほうには順番が回っ

てこないという、そのような現象もできてきて

いるということは、それぞれ市町村長もそのよ

うなトップセールスの一つの重要性を認識して

るがゆえに、そのような状況になっているのじ

ゃないのかなというように思っておりまして、

この一つの生産者の皆様とタッグを組みながら、

みずから先頭に立って一緒に頑張ろうという部

分の中における取り組みは、先ほど25年の議会

でみずからやるんだというその決意を述べてい

るんだけどもということにつきましては、今も

ってそのスタンスには何ら変わりはない。 

 その中における、これはちょっと物理的なこ

とになりますけども、日程調整なり、さまざま

な調整の中で必ずしも全てのいろんな中にみず

から先頭に立ってということには、実現は全て

対応できているわけじゃございませんけども、

可能な限りそのような場面にきちんと対応する
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ように、頑張ってまいりたいというように思っ

ておりますし、生産者の方々とともに頑張ろう

というような、そのような形のものは、これか

らも続けてまいりたいというように考えている

とこであります。 

 先般、台湾のほうに遠野のもの・こころ海外

交流推進委員会としての事業の中で、遠野の農

産物の販路開拓という中で、台湾のほうにも行

ってまいりました。その中で、そのようないろ

んな台湾の高級スーパー、裕毛屋の社長と地方

創生に関する協定も締結することができたとい

うのも、これは市長としての一つの役目ではな

かったのかなと思っておりまして、きのう台湾

のほうから戻ってまいりました、団長格で参加

していただいた古川部長のほうから夕べ説明を

聞いたところによりますと、大変好評であった

と。 

 持ち込んださまざまな農産物も含め、加工品

は完売だったというようなことも聞いておりま

すので、そのようなことを一つ一つみずから先

頭に立って、対応するような形で努力してまい

りたいというように思っておりますので、ただ

議員の一つのお力添えと後押しもぜひお願いを

申し上げて、答弁といたします。 

○議長（新田勝見君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時00分 休憩   

────────────────── 

   午後２時10分 開議   

○議長（新田勝見君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  先ほどの市長の決意をお

伺いをいたしましたが、ここでちょっと御紹介

をしておきたいと思いますが、先日山梨県の、

皆さん御存じだと思いますが、甲州ワインです

ね、輸出量がワインの消費地であるロンドンで、

官民一体のＰＲが功を奏して20倍になったとい

うふうな紹介がありました。これには、もちろ

んメーカーの社長もそうですけれども、山梨県

の知事、そして甲州市の市長もいろんなそうい

ったＰＲ活動に専念されたということで、それ

が奏功したというふうに紹介されておりました。 

 そして、もう一つ私の記憶に残るところであ

りますけれども、旧大迫町の村田柴太町長が、

常にエーデルワインを先頭に立ってＰＲしてお

りました。私も何度か村田町長とお会いして、

そのワインの云々、いろいろなつくる工程なり、

味はこうなんだというふうないろいろな能書き

を聞かされたことがありますけれども、そうし

て取り組んできた成果が、今では岩手県が誇る

ワインの産地として、そして全国でも有数の産

地として、その地位を築いてきたというのも事

実であります。 

 また、もう一つ1979年から2003年までという

ことでありますが、大分県の知事を務めた平松

守彦氏が、世界に自慢できる産品をつくろうと

いうことで、一村一品を提唱しました。このこ

とで、大分県知事の平松氏は、アイディア知事

として知られたというようなことを、この今回

の一般質問に当たって思い起こすことができま

した。 

 遠野市としては、先ほど市長の答弁にもあり

ましたが、和牛の市場や、あるいはビールの初

仕込み等に市長が出向いているのは、皆さん御

存じのとおりでありますけれども、ただ大半の

農家の生産物は、野菜や花卉をはじめとするも

のであって、その流通はいずれも東京方面の市

場であります。 

 花巻農協では、毎年野菜の部会などが中心に

なって市場訪問をしているようでありますけれ

ども、全国から集まってくる農産物は、価格競

争の中にあって、そういった中で全国の自治体

の例を見ると、頻繁に自治体の首長が出向いて

仲買人の皆さんへのＰＲをしているというふう

なこと、それを常に意識しているんだというこ

とを、ある全国の中の自治体の首長さんであり

ますけれども、そういったことがあります。 

 ぜひ我が遠野市長も、野菜部会とか花卉部会、

いろいろあるわけですが、そういった部会をは

じめ生産者の皆さんと東京市場を訪れて、遠野

市という知名度の高い我々の暮らすところの代
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表として、生産物のＰＲをしていただきたいも

んだなと、これは私だけではなくて、生産者も

強く望んでいるところであります。 

 市長が行ってぜひ、必ずやその成果はあらわ

れるんだろうなというふうに私は理解をしてお

りますけれども、もちろん海外に発信すること

も、これはまた重要なことであり、必要でござ

いますけれども、現在の遠野市の大きな流通体

制である農協系統出荷の農家の激励という意味

も含めて、これに応えていかなければならない

のではないかなというふうに私は思います。 

 大きな投資をしなくても、このことは大きな

投資をする必要のない一つの手段でもあるんで

はないかなというふうに思うところであります

ので、先ほど市長の答弁には、日程の調整等々、

答弁の中にありましたけれども、ぜひ担当部局

との調整を図りながら、どこかに市長の日程の

調整を図っていただいて、29年度遠野市民、農

家の皆さんとぜひ今話題になっている築地でも

構いませんが、そういったところで市長の一声

を発していただきたいなという願いであります

が、もう一度市長の御見解を伺います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このトップセールスと

いう一つの位置づけの中で、１つのキーワード

があったんではないのかなというふうに、御質

問をお聞きしながら思ったわけであります。 

 大きな投資をしなくとも、生産者の皆様のや

る気なり、活力を引き出すことができるぞとい

う部分が、そういった点でのこのトップセール

ス等の位置づけは、そのような意味合いを持つ

という部分は、改めて十分認識しながら、いか

にしてという部分の中におきます東京市場とい

う圧倒的な人口のある、市場のある東京市場も

もちろんでありますけども、百万都市の中にお

ける東北の中核都市としての仙台商圏、さらに

は岩手県の中でも40万とも50万という商圏を抱

えている盛岡市周辺の一つの売り込みといった

ようなことも含めながら、もう一方においては、

友好都市であります武蔵野市、あるいは愛知県

大府市の場合は、名古屋という250万とも300万

とも言われる大都市圏を抱えております。 

 さらには、兵庫県の福崎町に至っても、神戸

市という国際都市を控えた中にあるというよう

な地理的な条件を考えれば、その辺のところを

うまく組み合わせ、そしてまたそれなりのこの

大きな投資はしなくても、一つの効果が得られ

るという部分の中における一つの仕組みを、き

ちんとしたものとして構築しながら、そこに私

自身もみずから乗り込むというような一つの方

法も、考えなければならないのかなということ

を、ただいまの御質問をお聞きしながら改めて

思いました。 

 みずからの一つの中で、生産者の皆様と手を

携えて、そのような中に飛び込むっていうより

も、先頭に立つという部分については、改めて

そのような覚悟で、この一次産業のきちんとし

た生産基盤と活力を見出すために、みずから先

頭に立ちたいというように考えているところで

あります。 

 ただ、ただいまの質問の中で、村田柴太先生

と平松守彦知事さんの話が一村一品運動、ある

いは大迫町の村田柴太先生の話も出ました。町

長時代、私も大変お世話になりました。県議時

代も大変お世話になり、この市長という職をい

ただいたときに、村田柴太さんが町長に返り咲

いておりましたけども、みずから激励をいただ

き、食事を一緒にしながら「頑張れ」と言われ

たことを、今質問を聞きながら改めて思い出し、

大変感慨深いものがあるということも申し添え

て、答弁とさせていただきます。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  今は亡き村田町長も、多

分それを期待しているんだろうなというふうに

思います。このような今市長がお答えになった

ような取り組みが、これは先ほど来からの話に

ありましたように、花巻とのいわゆる連携、花

巻農協との連携、そういったものがなお一層実

現に向かっていくんじゃないかなというふうに

思うわけであります。よろしく考えていただき
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たいと。 

 それでは、次の大項目、次に移ります。 

 第２次農林水産振興ビジョンでは、林業大学

構想の検討を掲げておりますが、その狙いにつ

いてこれから伺ってまいります。 

 遠野市は、林業をなくしては語れないほど、

森林は重要な役割をなしていると私は深く認識

をしております。そのような中において、遠野

地域木材総合供給モデル基地、通称木工団地を

遠野市は早い時期に整備するなど、その取り組

みが遠野市としての特徴でもあるというふうに

私は捉えております。 

 そこで、全国各地においては、林業担い手の

不足から、即戦力の育成が急務であるという認

識のもとに、林業大学校の開設が報道、あるい

は紹介をされております。このことによって現

場研修で高就職率という成果を各方面で上げら

れているようでございます。 

 そしてまた、平成26年３月定例会では、同僚

議員の一般質問に対して、市長は林業大学校に

ついて答弁の中で触れておりますけれども、そ

のときの答弁の内容を振り返ってみましたら、

非常に強い意志を持って発言していらっしゃっ

たなというふうに私なりに感じておりました。 

 今でも、そのときの強い意志に変わりはない

でしょうか。全国の林業大学校開設の潮流や、

市の森林資源の重要性に照らし、タフ・ビジョ

ン２における林業大学校の進捗状況、あるいは

そのことに対する市長の思いについて伺いたい

というふうに思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  林業大学校構想の一つ

の提唱したんだけども、その後どのような状況

になっているのかと。そしてまた、さらにこの

構想に対する思いの一つの実現への思いは、市

長は変わらないのかという部分で、かっての答

弁の一つのことを踏まえながら、御質問を賜り

ました。 

 この林業大学校構想につきましては、検討に

つきましては、ただいま御質問の中にありまし

たとおり、岩手県並び我が国の一つのこの林業

を担う人材の育成を一つの目的に、林業者研修

施設として、公営の林業大学校のこの立ち上げ

を提唱したものだという、そのような背景があ

ります。 

 その中に、この平成22年１月17日にさかのぼ

りますけれども、それぞれこの県の主催でもっ

て黄金の国、岩手ものづくりフォーラムという

ものが盛岡で企画された際に、私もパネラーと

してこれに参加した際に、この林業大学校構想

をひとつ必要性を訴えたということを、思い起

こすわけであります。 

 それを踏まえまして、先ほどの質問の中にも

ありましたとおり、この平成23年１月に、この

構想の検討委員会をひとつ立ち上げまして、具

体的な中身をただ訴えるだけじゃなくして、具

体的な内容を持った提案活動をしなければなら

ないという中で、検討委員会を立ち上げました。 

 そういった中に、このいうところの川上から

川下という一つの大プロジェクトとしての木工

団地が位置づけられている。平成５年から平成

15年までかかって、10年越しのプロジェクトと

して、大きな日本に冠たる一つの木工団地とい

う、言うなれば地域資源を持っているという部

分になれば、これを核にして研修に極めて、人

材育成に極めていいキャンパスを持ってるんじ

ゃないだろうかということをてこにしながら、

具体化を図ろうという、そのような動きであっ

たわけであります。 

 そういった中で、全国で14カ所こういった林

業大学校があるということも含めまして、実現

を岩手県にということで訴えて行きました。震

災というものの中で、若干動きがちょっととま

ったという部分もなきにしもあらずであります

けども、ちょっとこの構想につきましては、訴

え続けてきたという、そのような背景がありま

す。 

 これが一つのこの４月に開講する県の「いわ

て林業アカデミー」といった、その構想に結び

ついたというように捉えているところでありま

して、県が主体となり、関係団体、あるいは企
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業等ともさまざまな連携協力いたしまして、実

施を重視しながら、林業の現場で活躍できる人

材を要請するというのが、いわて林業アカデ

ミーであります。 

 このいわて林業アカデミーを具体化するに当

たりましては、私も県の森林審議会の委員とい

う一つの立場にありますので、その都度、その

都度県のほうからは相談を受けてまいりました。

県のほうからの相談という中にございまして、

やはり遠野が提唱したという部分を踏まえ、そ

してもう一つは、遠野市を無視できなかったと

いう部分については、圧倒的な存在感のある木

工団地の存在も、県はきちんと認識しているが

ゆえに、遠野市のほうといろいろ協議をせざる

を得なかったという、──せざるを得なかった

というのが、それがある意味においては当然の

一つの流れとして、いろいろ連携と情報共有を

図ってきたという、そのような流れにあります

ので、林業大学校という中で、遠野市の中にひ

とつ位置づけるという部分については、そのよ

うなものにはストレートにはなりませんでした

けども、いわて林業アカデミーという中で、ひ

とつ一歩形となって、そして仕組みとなって、

この４月にはスタートするということになった

という一つの事実を、今改めて答弁の中で申し

上げておきたいというように思っております。 

 この林業アカデミーといった部分の中におき

ましては、この実際のノウハウや、あるいは技

術を学ぶという一つの場であるわけでありまし

て、遠野にある遠野木工団地、まさに遠野なら

ではの大きな拠点をフルに生かせるという、そ

のような林業アカデミー構想の中に明確に位置

づけられているという状況でありますので、こ

の中にございまして、もう一つこの林業アカデ

ミー構想という中で、４月からスタートすると

いう話を申し上げましたけども、先般県のほう

に立ち寄った際に、29年ですから来年度ですね、

７月、10月、12月という中におきましては、遠

野を一つの実習場所として、遠野市内でもちま

して、特に遠野木工団地を中心に、それぞれの

カリキュラムを既に組んでありますので、よろ

しくお願いをしたいというような話も来ており

ますから、林業大学校という形と、遠野市の中

における林業大学校の誘致ということにはなら

なかったという部分においては、ちょっと形が

変わったことになるんですけれども、いわて林

業アカデミーという中で、一つのこのオール岩

手の中における仕組みとして、遠野がその中に

おける大きな存在感を示すことができるという、

そのような仕組みに一歩進んだ、あるいは二歩

進んだということに、そのような認識もしてお

りまして、その部分は先ほどの質問の中で、多

田勉議員といろいろやった際に、これからは広

域連携、水平連携、お互いに役割分担という話

を申し上げたわけでありますけれども、そのよ

うな一つの仕組みとして、このいわて林業アカ

デミーがスタートすることになったのじゃない

のかなというふうに、私は認識をいたしている

とこでございますので、御了承いただければと

いうふうに思っております。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  今市長の答弁にもありま

した。17年度開設予定のいわて林業アカデミー

というのがありますけれども、実は新聞紙上で

も、今までの設立状況の記事が紹介されており

ました。2011年度以降に開設された、開校され

たものでありますけれども、確かに17年度開設

予定のいわて林業アカデミー、そして兵庫県、

和歌山県、いずれもこちらは大学校、アカデ

ミーと称するのが岩手県で５カ所ね、非常にた

くさんの大学が今開設されています。 

 そういった中で、私もこのいわて林業アカデ

ミーの内容を伺ってみましたら、今市長が答え

たように、７月、10月、12月に遠野市を会場に、

アカデミー、いわゆるそれを開設するというこ

とであります。 

 内容を伺ったら、その内容は森林事業に、い

わゆるその他でやっている大学、林業大学とい

うその森林事業に特化したものじゃなくて、県

で言えば例えば農業改良普及、林業改良普及、

そういった中で指導するような内容、話を聞い
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たらシイタケに関すること、あるいはワサビに

関することなど、そういったその改良指導員さ

んが教えるような、そういった栽培品目に対す

る現地での技術栽培指導っていうふうに、私は

聞いておりましたが、私の解釈はちょっと違い

まして、いわゆる林業大学校というのは、森林

整備に関する専門的知識や技術を学び、即戦力

となる人材の育成を図るものであるということ

を、林野庁の研究指導課のほうで、これを申し

上げておりまして、林業大学校のニーズは、林

野庁ではこういった意味で今森林が施業がなぜ

おくれるかといいますと、今申し上げたように、

担い手が技術者が不足していると。 

 そのために、全国ではその技術者をいち早く

養成するために、その大学校、森林事業整備に

特化した技術、そういった担い手を育てるため

の大学２年制でありますけれども、それをやっ

ているんだそうです。定員が20人とかですね、

それが非常に学校を出て技術を身につけたこと

によって、引き合いがすごく多いと。 

 そういった中で、先ほど申し上げましたよう

に、林野庁のほうでは、指導課のほうでは、こ

の林業大学校のニーズはますます高まる一方だ

と、そういうふうに指摘しております。 

 私は、そのアカデミーをせがんだということ

じゃなくて、それはそれで生産者のためにもな

ることですから、それはそれでよろしいんです

が、私は遠野市としてのいわゆる常々問題にな

っております施設の遊休化、あるいはさっき市

長が言った木工団地の先進的な基礎があるわけ

でございますので、そういったところを含めて、

遠野市としてはこのような大学構想等について

は、リーダーシップをとって、誘致に向けて全

力で取り組んでもいい私は自治体の一つではな

いのかなというふうに、私はもうそこで市長に

前回の前に、答弁でなさっていたあのことを伺

ったときに、非常に私は期待を大きく持ってま

いりました。 

 何とか岩手県のその審議委員のほうの立場と

しても理解はしますけれども、遠野市の首長と

して、ぜひ私は林野庁もこれだけやっぱり評価

している大きなことでありますので、ぜひ遠野

に、遠野市独自でできる、できないは別として

も、私はそういった発想のもとに立って、遠野

市が大きな旗を振ってもいいんじゃないかなと

私は思うんですが、何とかこの以前に市長が答

えていた内容が、市民にとって明るいニュース

として早い時期に伝わるようなことがあれば、

非常にうれしいなと私は期待して、今でも期待

をなくしているわけじゃありません。期待して

おりますが、改めて市長の強い見解、意志をお

伺いしたいと思います。 

○議長（新田勝見君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この林業大学校構想を

提唱しながら、さまざま活動を行ってきたと。

先ほどの答弁の中では、ひとつこの構想の一つ

の一部が、いわて林業アカデミーという中で、

一つの仕組みとしてこの４月からは立ち上がる

ことになりましたっていう、そのような認識を

申し上げたところであります。 

 ただいまの多田議員のこの林業大学校構想、

専門性を要するきちんとした大学校としての位

置づけという部分と、いわて林業アカデミーが

この４月からスタートする部分においては、や

っぱりちょっとレベルっていうか、それはちょ

っと異なるという部分、そこで今の御質問を聞

きながら、認識は全く同じであります。 

 やはりこの林業大学校構想というきちんとし

た人材養成の部分と、林業アカデミーの中で研

修という中における一つの幅広い分野というも

のは、やっぱりちょっと立ち位置が違うんだっ

ていう部分は、十分私も認識しております。 

 いわて林業アカデミーを立ち上げる際に、県

の担当課長から何度も話がありました。その都

度、違うんだと、そういう中途半端って言えば

言葉はちょっと悪いんですけども、そういうも

んじゃないんだと。 

 しっかりした岩手県は森林県なんだから、だ

からしっかりとした人材養成をする核をつくら

なきゃだめなんだという中で、何度も訴えたわ

けでありますけれども、なかなかそこに踏み込
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めなかったという部分で、いわて林業アカデ

ミーという一つの構想に入って行ったというこ

とになるわけでございますので、これからも岩

手森林審議会の委員も引き続きやれということ

に、県の市長会のほうからそのような職務をい

ただいておりますし、先般岩手県緑化推進委員

会という、オール岩手の中における組織もあり

ますけれども、そこの理事長も引き続きという

ような形での選任もいただきましたので、そう

いう立場をフルに活用しながら、もともと狙っ

たというよりも、目的とした林業大学校構想に

近づく、あるいはそれの誘致に持ち込むという

ような中における、一つの活動は、引き続き行

ってまいりたいという部分におきましては、た

だいまの多田議員との認識は同じだということ

も踏まえながら、ただ認識が同じじゃなくして、

やっぱり行動が伴わなきゃなりませんので、そ

のような活動も改めて展開してまいりたいとい

う決意を申し上げまして、答弁とさせていただ

きます。 

○議長（新田勝見君）  ５番多田勉君。 

   〔５番多田勉君登壇〕 

○５番（多田勉君）  期待の膨らんだ一般質問

で終わることができました。本当にありがとう

ございます。終わります。 

○議長（新田勝見君）  これにて一般質問を終

わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（新田勝見君）  ３月１日及び２日の２

日間は、委員会審査のため休会いたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新田勝見君）  御異議なしと認めます。

よって、３月１日及び２日の２日間は、休会す

ることに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。御苦労さまで

した。 

   午後２時40分 散会   
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